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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つの洗濯ケア成分と、（ｂ）ロイコ組成物と、を含む洗濯ケア組成
物であって、５０℃で７カ月保管した後の前記洗濯ケア組成物が、洗浄時の綿に対して、
２３℃で７カ月保管した後の前記洗濯ケア組成物と比較して改善した白色を提供し、前記
ロイコ組成物が、

【化１】
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【化２】

【化３】

【化４】

【化５】

及び
【化６】

からなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含み、
　前記洗濯ケア組成物は１回分分包型の重質液体洗剤組成物として使用される、洗濯ケア
組成物。
【請求項２】
　前記洗濯ケア成分が、界面活性剤、ビルダー、キレート剤、移染防止剤、分散剤、酵素
、酵素安定剤、触媒材料、漂白活性剤、ポリマー分散剤、粘土汚れ除去剤、再付着防止剤
、増白剤、抑泡剤、染料、香料、香料送達系、構造化剤、布地柔軟剤、キャリア、ヒドロ
トロープ、加工助剤、顔料、酸化防止剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される
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、請求項１に記載の洗濯ケア組成物。
【請求項３】
　織物物品を処理するための方法であって、（ａ）請求項１又は２に記載の洗濯ケア組成
物を提供する工程と、（ｂ）前記洗濯ケア組成物を液体媒体に添加する工程と、（ｃ）前
記液体媒体中に織物物品を配置する工程と、（ｄ）任意的に、前記織物をすすぐ工程と、
（ｅ）前記織物物品を乾燥させる工程と、を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ロイコ着色剤を含有する洗濯ケア組成物、及び織物物品の洗濯におけるそれ
らの使用について記載する。これらの種類の着色剤は、安定した実質的に無色の状態で提
供され、次いで、例えば、酸素への曝露、イオン添加、光への曝露などといった特定の物
理的又は化学的変化に曝露されると、強力な着色状態に変換され得る。ロイコ着色剤を含
有する洗濯ケア組成物は、本洗濯ケア組成物で洗浄された、ないしは処理された織物物品
の見かけの若しくは視覚的に知覚される白色度を向上させるか、又はそれらに所望の色相
を付与するように設計される。
【背景技術】
【０００２】
　経年により、織物基材は、光、空気、汚れ、及び基材に含まれる繊維の自然劣化により
、色褪せ又は黄変する傾向がある。したがって、これらの織物基材を視覚的に改善し、色
褪せ及び黄変に対抗するために、消費者製品を着色するためのポリマー着色剤を使用する
ことが、従来技術において周知となっている。例えば、織物用途において、蛍光増白剤又
は青味剤のいずれかの白化剤を使用することが周知である。しかしながら、従来の白化剤
は、他の配合成分（例えば、香料など）との有害な相互作用に起因して、保管時に有効性
を失う傾向がある。したがって、配合者は、保管時に失われたあらゆる有効性に対抗する
ために、使用される白化剤の濃度を増加させる傾向がある。
【０００３】
　ロイコ染料はまた、特定の化学的又は物理的要因への曝露により、無色又はわずかに着
色された状態から着色された状態への変化を呈することが、従来技術で既知である。生じ
る着色の変化は、典型的には、人間の目に視覚的に知覚可能である。全ての既存の化合物
は、可視光領域（４００～７５０ｎｍ）においていくらかの吸光度を有し、したがって、
程度の差はあれ、いくらかの色を有する。本発明では、染料は、その適用濃度及び条件で
顕著な色を与えないが、そのトリガされた形態で顕著な色を与える場合、「ロイコ染料」
とみなされる。トリガ時の色の変化は、４００～７５０ｎｍの範囲、好ましくは５００～
６５０ｎｍの範囲、最も好ましくは５３０～６２０ｎｍの範囲におけるロイコ染料分子の
モル減衰係数（いくつかの文献では、モル吸光係数（molar extinction coefficient）、
モル吸収係数（molar absorption coefficient）、及び／又はモル吸光係数（molar abso
rptivity）としても知られる）の変化に由来する。トリガ前及びトリガ後のロイコ染料の
モル減衰係数の増加は、５０％より大きく、より好ましくは２００％より大きく、最も好
ましくは５００％より大きい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、有効性を低下かつ緩めるのではなく、保管時の有効性を向上させる有効な
白化剤が依然として必要とされている。
【０００５】
　驚くべきことに、本明細書で特許請求されているロイコ着色剤は、所望の消費者向け白
色度効果を提供するだけでなく、これらの着色剤を含有する洗剤は、保管時に白色度の増
加をもたらすことが判明している。したがって、本明細書で特許請求されている洗濯ケア
組成物は、実際には、それらがより長く保管されるほどより有効になり、保管時に失われ



(4) JP 6928649 B2 2021.9.1

10

20

30

40

50

た量を相殺するために、又は他の洗浄成分（例えば、酵素など）の劣化に起因する経時的
な洗浄力の損失を補うために、不要かつ無駄な濃度の白化剤を添加する必要性を排除する
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様では、本発明は、（ａ）少なくとも１つの洗濯ケア成分と、（ｂ）ロイコ組成物
と、を含む、洗濯ケア組成物を提供する。２５℃で３０日間保管した後の洗濯ケア組成物
は、初期白色度効果よりも高い洗浄時の綿に対する白色度の効果を提供する。
【０００７】
　本発明は、本発明による洗濯ケア組成物で織物物品を処理するための方法を更に包含す
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　定義
　本明細書で使用するとき、用語「アルコキシ」は、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、及びブチレ
ンオキシド、グリシドールオキシド、エチレンオキシド、又はプロピレンオキシド等の繰
返し単位を有するポリオールのアルコキシ誘導体を包含することを意図する。
【０００９】
　本明細書で使用するとき、用語「アルキレンオキシ」及び「オキシアルキレン」、並び
に互換用語「ポリアルキレンオキシ」及び「ポリオキシアルキレン」は、一般に、以下の
繰り返し単位：－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－、－Ｃ４Ｈ８Ｏ－、及びこれらの任意の
組み合わせのうちの１つ以上をそれぞれ含有する分子構造を指す。これらの基に対応する
非限定的な構造としては、例えば、－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－
ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－、及び－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ

２ＣＨ３）Ｏ－が挙げられる。更に、ポリオキシアルキレン構成成分は、Ｃ２～２０アル
キレンオキシ基、グリシジル基、又はこれらの混合物から選択される１つ以上のモノマー
からなる群から選択されてもよい。
【００１０】
　本明細書において、用語「エチレンオキシド」、「プロピレンオキシド」、及び「ブチ
レンオキシド」は、それぞれ、これらの典型的な表記である「ＥＯ」、「ＰＯ」、及び「
ＢＯ」で示される場合がある。
【００１１】
　本明細書で使用するとき、用語「アルキル」及び「アルキル末端保護」は、置換又は非
置換の炭化水素から水素原子を除去することによって形成される任意の一価基を意味する
ことを意図する。非限定的な例としては、Ｃ１～Ｃ１８アルキル基を含む分枝状又は非分
枝状、置換又は非置換であるヒドロカルビル部分、一態様では、Ｃ１～Ｃ６アルキル基が
挙げられる。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、別途記載のない限り、用語「アリール」は、Ｃ３～Ｃ１２ア
リール基を包含することを意図する。用語「アリール」は、炭素環式アリール基及び複素
環式アリール基の両方を指す。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、用語「アルカリル」は、任意のアルキル置換アリール置換基
及びアリール置換アルキル置換基を指す。より具体的には、この用語は、追加の置換基を
含む場合も含まない場合もあるＣ７～１６アルキル置換アリール置換基及びＣ７～１６ア
リール置換アルキル置換基を指すことを意図する。
【００１４】
　本明細書で使用するとき、用語「洗剤組成物」は洗濯ケア組成物の一部であり、布地を
洗濯するための製品が挙げられるがこれに限定されない洗浄組成物を包含する。このよう
な組成物は、洗浄工程の前に用いる前処理組成物であっても、すすぎ時添加用組成物、並
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びに、漂白添加剤及び「シミ取りスティック」又は前処理タイプのような洗浄助剤であっ
てもよい。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、用語「洗濯ケア組成物」は、別途記載のない限り、顆粒、粉
末、液体、ゲル、ペースト、１回分分包状、棒状、及び／又はフレークタイプの洗浄剤及
び／又は布地処理組成物を含み、布地を洗濯するための製品、布地柔軟化組成物、布地仕
上げ組成物、布地消臭組成物、及び布地をケア及びメンテナンスするためのその他の製品
、並びにこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限らない。このような組成物は、
洗浄工程の前に用いるための前処理組成物であっても、すすぎ添加用組成物、並びに漂白
添加剤及び／又は「シミ取りスティック」、又は前処理組成物、又は乾燥機添加用シート
などの基材を有する製品などの洗浄助剤であってもよい。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、用語「ロイコ」（例えば、化合物、部分、ラジカル、染料、
モノマー、断片、又はポリマーを参照して使用される）は、その実体（例えば、有機化合
物又はその一部）を指し、特定の化学的又は物理的トリガに曝露されると、第１の色状態
（例えば、無着色又は実質的に無色）から第２のより高度に着色された状態へのシフトを
引き起こす、１つ以上の化学的及び／又は物理的変化を受ける。好適な化学的又は物理的
トリガとしては、酸化、ｐＨ変化、温度変化、及び電磁放射線（例えば、光）曝露におけ
る変化が挙げられるが、これらに限定されない。ロイコ実体において生じる好適な化学的
又は物理的変化としては、分子内環化などの酸化及び非酸化的変化が挙げられるが、これ
らに限定されない。したがって、一態様では、好適なロイコ実体は、発色団の可逆的に還
元された形態であり得る。一態様では、ロイコ部分は、好ましくは、少なくとも第１及び
第２のπ系を含み、これらは、上記の化学的及び／又は物理的トリガのうちの１つ以上に
曝露されると、当該第１及び第２のπ系を組み込んだ第３の複合共役π系に変換すること
ができる。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「ロイコ組成物」又は「ロイコ着色剤組成物」は、本明
細書で更に詳細に記載されるように、独立して選択される構造を有する少なくとも２つの
ロイコ化合物を含む組成物を指す。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、ロイコ着色剤の「平均分子量」は、その分子量分布により決
定するとき、重量平均分子量として報告され、それらの製造プロセスの結果として、本明
細書に開示されるロイコ着色剤は、それらのポリマー性部分中の繰り返し単位の分布を含
み得る。
【００１９】
　本明細書で使用するとき、用語「最大吸光係数」及び「最大モル吸光係数」は、４００
ナノメートル～７５０ナノメートルの範囲における最大吸光度の波長（本明細書では最大
波長とも称する）におけるモル吸光係数を表すことを意図する。
【００２０】
　本明細書で使用するとき、用語「第１の色」は、トリガする前の洗濯ケア組成物の色を
指すために使用され、無色及び実質的に無色を含む任意の色を含むことが意図される。
【００２１】
　本明細書で使用するとき、用語「第２の色」は、トリガした後の洗濯ケア組成物の色を
指すために使用され、洗濯ケア組成物の第１の色からの、目視検査又は分光光度分析など
の分析技術の使用のいずれかを通じて区別可能である任意の色を含むことが意図される。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、用語「変換剤」は、当該技術分野において既知の任意の既知
の形態（一重項及び三重項状態）以外の当該技術分野において既知の任意の酸化剤を指す
。
【００２３】
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　本明細書で使用するとき、用語「トリガ剤」は、ロイコ組成物を無色又は実質的に無色
の状態から着色状態に変換するのに好適な反応物質を指す。
【００２４】
　本明細書で使用するとき、用語「白化剤」は、白色綿上に、２１０～３４５の相対色相
角、又は更には２４０～３２０の相対色相角、又は更には２５０～３００（例えば、２５
０～２９０）の相対色相角で布に色相を提供し得る、染料又はロイコ着色剤を指す。
【００２５】
　本明細書で使用するとき、「セルロース基材」は、重量基準でセルロースの少なくとも
大部分を占めるあらゆる基材を含むことが意図される。セルロースは、木材、綿、亜麻布
、黄麻及び麻布に見出すことができる。セルロース基材は、粉末、繊維、パルプの形態、
並びに粉末、繊維及びパルプから形成される物品の形態であってもよい。セルロース繊維
としては、綿、レーヨン（再生セルロース）、アセテート（酢酸セルロース）、トリアセ
テート（三酢酸セルロース）及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない
。セルロース繊維から形成される物品としては、布地などの生地物品が挙げられる。パル
プから形成される物品としては、紙が挙げられる。
【００２６】
　本明細書で使用するとき、特許請求の範囲において使用される「ａ」及び「ａｎ」など
の冠詞は、特許請求又は記述されるものが１つ以上であることを意味すると理解される。
【００２７】
　本明細書で使用するとき、用語「含む」は非限定的であることを意味する。
【００２８】
　本明細書で使用するとき、用語「固体」は、顆粒、粉末、バー及び錠剤の製品形態を含
む。
【００２９】
　本発明で使用する場合、用語「流体」は、液体、ゲル、ペースト及び気体の製品形態を
含む。
【００３０】
　本出願人らの発明のパラメータのそれぞれの値を求めるには、本出願の試験方法の項で
開示される試験方法を用いるべきである。
【００３１】
　別途記載のない限り、成分又は組成物の濃度は全て、当該成分又は組成物の活性部分に
関するものであり、かかる成分又は組成物の市販の供給源に存在し得る不純物、例えば、
残留溶媒又は副生成物は除外される。
【００３２】
　全ての百分率及び比率は、特に指示がない限り、重量で計算される。全ての百分率及び
比率は、特に指示がない限り、全組成物に基づいて計算される。
【００３３】
　一態様では、２００～１，０００ｎｍ（より好ましくは４００～７５０ｎｍ）の範囲の
波長における最大吸光度における当該第２の着色状態のモル吸光係数は、第２の着色状態
の最大吸光度の波長における当該第１の色状態のモル吸光係数の好ましくは少なくとも５
倍、より好ましくは１０倍、更により好ましくは２５倍、最も好ましくは少なくとも５０
倍である。好ましくは、２００～１，０００ｎｍ（より好ましくは４００～７５０ｎｍ）
の範囲の波長における最大吸光度における当該第２の着色状態のモル吸光係数は、対応す
る波長範囲における当該第１の色状態の最大モル吸光係数の少なくとも５倍、好ましくは
１０倍、更により好ましくは２５倍、最も好ましくは少なくとも５０倍である。当業者で
あれば、これらの比がはるかに高いことを理解するであろう。例えば、第１の色状態は、
４００～７５０ｎｍの波長範囲においてわずか１０Ｍ－１ｃｍ－１ほどの最大モル吸光係
数を有してもよく、第２の着色状態は、４００～７５０ｎｍの波長範囲において８０，０
００Ｍ－１ｃｍ－１以上ほど大きい最大モル吸光係数を有してもよく、この場合、吸光係
数の比は８，０００：１以上である。
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【００３４】
　一態様では、４００～７５０ｎｍの範囲の波長における当該第１の色状態の最大モル吸
光係数は、１０００Ｍ－１ｃｍ－１未満であり、４００～７５０ｎｍの範囲の波長におけ
る当該第２の着色状態の最大モル吸光係数は、５，０００Ｍ－１ｃｍ－１超、好ましくは
１０，０００、２５，０００、５０，０００超、又は更には１００，０００Ｍ－１ｃｍ－

１超である。当業者であれば、２つ以上のロイコ部分を含むポリマーは、第１の色状態に
おいて有意に高い最大モル吸光係数を有し得る（例えば、多数のロイコ部分の添加効果又
は第２の着色状態に変換された１つ以上のロイコ部分の存在に起因する）ことを認識し、
理解するであろう。２つ以上のロイコ部分が分子に結合される場合、当該第２の色状態の
最大モル吸光係数は、ｎ×εを超えてもよく、ここで、ｎは、分子上に存在するロイコ部
分に参加ロイコ部分を加えた数であり、εは、５，０００Ｍ－１ｃｍ－１、好ましくは１
０，０００、２５，０００、５０，０００超、又は更には１００，０００Ｍ－１ｃｍ－１

超から選択される。したがって、２つのロイコ部分を有する分子では、当該第２の色状態
の最大モル吸光係数は、１０，０００Ｍ－１ｃｍ－１超、好ましくは２０，０００、５０
，０００、１００，０００超、又は更には２００，０００Ｍ－１ｃｍ－１超であり得る。
ｎは理論的に任意の整数であり得るが、当業者は、ｎが典型的には１～１００、より好ま
しくは１～５０、１～２５、１～１０又は更には１～５であることを理解するであろう。
【００３５】
　本発明の洗濯ケア組成物に使用されるロイコ着色剤の量は、本発明の目的を達成するの
に好適な任意の濃度であってよい。一態様では、洗濯ケア組成物は、約０．０００１重量
％～約１．０重量％、好ましくは０．０００５重量％～約０．５重量％、更により好まし
くは約０．０００８重量％～約０．２重量％、最も好ましくは０．００４重量％～約０．
１重量％の量のロイコ着色剤を含む。
【００３６】
　別の態様では、洗濯ケア組成物は、０．００２５～５．０ミリ当量／ｋｇ、好ましくは
０．００５～２．５ミリ当量／ｋｇ、更により好ましくは０．０１～１．０ミリ当量／ｋ
ｇ、最も好ましくは０．０５～０．５０ミリ当量／ｋｇの量のロイコ着色剤を含み、ミリ
当量／ｋｇの単位は、洗濯組成物１ｋｇ当たりのロイコ部分のミリ当量を指す。２つ以上
のロイコ部分を含むロイコ着色剤では、ミリ当量の数は、以下の等式：（ロイコ部分のミ
リモル）×（ロイコ部分のミリ当量の数／ロイコ着色剤のミリモル）＝ロイコ部分ミリ当
量によってロイコ着色剤のミリモル数に関連する。ロイコ着色剤当たり単一のロイコ部分
しか存在しない場合、ミリ当量／ｋｇの数は、洗濯ケア組成物の１ｋｇ当たりのロイコ着
色剤のミリモルの数に等しい。
【００３７】
　本発明は、織物基材を白化する色相を提供するために、液体洗濯洗剤などの洗濯ケア組
成物中で使用するのに有用であり得る部類のロイコ着色剤に関する。ロイコ着色剤は、本
質的に無色であるか、又は軽く着色されているが、活性化時に濃い色を発現することがで
きる化合物である。洗濯ケア組成物中でロイコ化合物を使用する１つの利点は、このよう
な化合物が活性化されるまで無色であり、洗濯ケア組成物がそれ自体の色を呈することを
可能にすることである。ロイコ着色剤は、一般に、洗濯ケア組成物の原色を変化させない
。したがって、このような組成物の製造業者は、青味剤などの添加成分が組成物の最終色
値に影響を及ぼすことなく、消費者にとって最も魅力的な色を配合することができる。
【００３８】
　消費者の家庭で遭遇する織物物品の範囲は非常に広く、多くの場合、天然繊維及び合成
繊維の両方の多種多様な繊維から構成された衣類、並びにこれらの混合物を同じ洗濯物又
は更には同じ衣類内のいずれかに含む。物品は、様々な方法で構築することができ、製造
業者によって適用され得る仕上げの膨大な配列のいずれかを含んでもよい。消費者の織物
物品上に残っている任意のこのような仕上げの量は、消費者によって採用される特定の洗
浄条件下での仕上げの耐久性である要因の幅広い配列に依存し、消費者が使用し得る特定
の洗剤及び添加剤、並びに物品が洗浄されたサイクルの数に依存する。各物品の履歴に応
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じて、仕上げは、様々な程度又は本質的に存在しないように存在し得る一方で、洗浄又は
すすぎサイクル中に存在する他の材料、及び着用中に遭遇する汚染物質は、物品上に蓄積
し始める場合がある。
【００３９】
　当業者であれば、消費者によって使用される任意の洗剤配合物が、可能性の全範囲を表
す織物物品に遭遇し、実際には、配合が他のものとは対照的にいくつかの布地物品に対し
て実施する方法において有意な違いであるということを、消費者が使用する任意の洗剤配
合物に遭遇することを強く認識している。これらの違いは、日常的な実験によって見出す
ことができる。例えば、本発明のロイコ着色剤は、これらが連続的な洗浄によって仕上げ
剤が除去された新しい衣類の白色度を増加させる以上に、消費者の着古した衣類、及び布
地向上剤が適用された衣類の白色度を増加させることが見出されている。このようなロイ
コ着色剤を含む配合物は、より新しい衣類が、典型的には、黄変の問題を有することが少
ない一方で、より古い消費者が着古した衣類が、黄変による問題を有する傾向があるため
に、従来の配合物よりも、更には従来の色相剤を含有する配合物よりも好ましい場合があ
る。本発明のロイコ着色剤は、多くの従来の色相剤によって表示されるバイアスよりも大
きい、清浄な新しい衣類を超える着古された衣類の白色度を増加させるためのバイアスを
有する。
【００４０】
　一態様では、本発明は、ジアリールメタンロイコ、トリアリールメタンロイコ、オキサ
ジンロイコ、チアジンロイコ、ヒドロキノンロイコ、アリールアミノフェノールロイコ、
及びこれらの混合物からなる群から選択されるロイコ組成物に関する。
【００４１】
　本明細書で使用するのに好適なジアリールメタンロイコ化合物としては、本明細書に記
載される第２の着色状態を形成することができるジアリールメチレン誘導体が挙げられる
が、これらに限定されない。好適な例としては、ミヒラーメタン、－ＯＨ基で置換された
ジアリールメチレン（例えば、ミヒラーハイドロール）、並びにそのエーテル及びエステ
ル、－ＣＮ基（ビス（パラ－Ｎ，Ｎ－ジメチル）フェニル）アセトニトリル）などの光分
解性部分で置換されたジアリールメチレン、並びにこのような化合物の類似物が挙げられ
るが、これらに限定されない。
【００４２】
　一態様では、本発明は、以下：
【００４３】
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【化１】

　（ｆ）これらの混合物から選択される群に一致する１つ以上のロイコ化合物を含む組成
物に関し、
　式Ｉ～Ｖの酸化形態に対する比は、少なくとも１：１９、１：９、又は１：３、好まし
くは少なくとも１：１、より好ましくは少なくとも３：１、最も好ましくは少なくとも９
：１、又は更には１９：１である。
【００４４】
　式（Ｉ）の構造において、環Ａ、Ｂ、及びＣのそれぞれにおいて各個々のＲｏ、Ｒｍ及
びＲｐ基は、独立して、水素、重水素、及びＲ５からなる群から選択され、各Ｒ５が、独
立して、ハロゲン、ニトロ、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルカ
リル、置換アルカリル、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＲ１Ｒ２、－Ｃ
（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－ＯＣ（Ｏ）
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Ｒ１、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｓ（Ｏ）２

ＯＲ１、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｒ２、－ＮＲ１

Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＳＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＮＲ２Ｒ３、－Ｐ（Ｏ）２

Ｒ１、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）２、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）Ｏ－、及び－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－）２

からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最も好ましくは０の
整数であり、異なるＡ、Ｂ、及びＣ環の２つのＲｏ基が結合して、５員以上の縮合環を形
成してもよく、縮合環は６員以上であり、異なるＡ、Ｂ、及びＣ環の２つのＲｏ基が結合
して、任意に１つ以上のへテロ原子を含有する有機リンカーを形成してもよく、一実施形
態では、異なるＡ、Ｂ、及びＣ環の２つのＲｏ基が結合して、６員縮合環を作り出す－Ｏ
－及び－Ｓ－から選択されるヘテロ原子架橋を形成し、同じ環のＲｏ及びＲｍ、又は同じ
環のＲｍ及びＲｐが結合して、縮合脂肪族環又は縮合芳香環を形成してもよく、３つの環
Ａ、Ｂ又はＣのうちの少なくとも１つのＲｏ及びＲｍ基の、好ましくは少なくとも２つ、
より好ましくは少なくとも３つ、最も好ましくは４つ全ては水素であり、好ましくは、環
Ａ、Ｂ、及びＣのうちの少なくとも２つのＲｏ及びＲｍ基の４つ全ては水素であり、いく
つかの実施形態では、環Ａ、Ｂ、及びＣの全てのＲｏ及びＲｍ基は水素であり、好ましく
は、各Ｒｐが、独立して、水素、－ＯＲ１及び－ＮＲ１Ｒ２から選択され、Ｒｐのうちの
２つ以下、好ましくは１つ以下は、水素であり、好ましくはいずれも水素ではない。より
好ましくは、少なくとも１つ、好ましくは２つ、最も好ましくは３つ全てのＲｐは、－Ｎ
Ｒ１Ｒ２であり、いくつかの実施形態では、環Ａ、Ｂ及びＣのうちの１つ又は更には２つ
は、独立して、Ｏ、Ｓ及びＮから選択される１つ又は２つのヘテロ原子を含む独立して選
択されたＣ３～Ｃ９ヘテロアリール環で置き換えられてもよく、任意に１つ以上の独立し
て選択されたＲ５基で置換されてもよい。Ｇは、独立して、水素、重水素、Ｃ１～Ｃ１６

アルコキシド、フェノキシ、ビスフェノキシド、亜硝酸塩、ニトリル、アルキルアミン、
イミダゾール、アリールアミン、ポリアルキレンオキシド、ハロゲン化物、アルキルスル
フィド、アリールスルフィド、又はホスフィンオキシドからなる群から選択され、一態様
では、Ｇについての割合［（重水素）／（重水素＋水素）］は、少なくとも０．２０、好
ましくは少なくとも０．４０、更により好ましくは少なくとも０．５０、及び最も好まし
くは少なくとも０．６０、又は更には少なくとも０．８０であり、同じヘテロ原子に結合
したＲ１、Ｒ２、及びＲ３のうちのいずれか２つは結合して、－Ｏ－、－ＮＲ１５－、及
び－Ｓ－からなる群から選択される１つ以上の追加のヘテロ原子を任意に含む５員以上の
環を形成することができる。
【００４５】
　式（ＩＩ）～（ＩＩＩ）の構造において、ｅ及びｆは、独立して、０～４の整数であり
、各Ｒ２０及びＲ２１は、独立して、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基
、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ１、－ＯＲ１、及び－ＮＲ１Ｒ２からなる群か
ら選択され、各Ｒ２５は、独立して、単糖部分、二糖部分、オリゴ糖部分、及び多糖部分
、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択され、
各Ｒ２２及びＲ２３は、独立して、水素、アルキル基、及び置換アルキル基からなる群か
ら選択される。
【００４６】
　式（ＩＶ）の構造において、Ｒ３０は、架橋アミン部分に対してオルト又はパラに配置
され、－ＯＲ３８及び－ＮＲ３６Ｒ３７からなる群から選択され、各Ｒ３６及びＲ３７が
、独立して、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、アシル
基、Ｒ４、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、及び－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群か
ら選択され、Ｒ３８は、水素、アシル基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、及び－
Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択され、ｇ及びｈは、独立して、０～４の整数であ
り、各Ｒ３１及びＲ３２は、独立して、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリー
ル、アルカリル、置換アルカリル、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＲ１

Ｒ２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－
ＯＣ（Ｏ）Ｒ１、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１、－
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Ｓ（Ｏ）２ＯＲ１、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｒ２

、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＳＲ２、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ）ＮＲ２Ｒ３、－
Ｐ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）２、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ１）Ｏ－、及び－Ｐ（Ｏ）
（Ｏ－）２からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最も好ま
しくは０の整数であり、－ＮＲ３４Ｒ３５は、架橋アミン部分に対してオルト又はパラに
配置され、Ｒ３４及びＲ３５は、独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、
置換アリール、アルカリル、置換アルカリル、及びＲ４からなる群から選択され、Ｒ３３

は、独立して、水素、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、
及び－Ｃ（Ｏ）Ｒ１からなる群から選択され、ｇが２～４である場合、任意の２つの隣接
するＲ３１基が結合して、５員以上の縮合環を形成してもよく、縮合環中の原子のうちの
２個以下が、窒素原子であってもよく、
【００４７】
　式（Ｖ）の構造において、Ｘ４０は、酸素原子、硫黄原子、及びＮＲ４５からなる群か
ら選択され、Ｒ４５は、独立して、水素、重水素、アルキル、置換アルキル、アリール、
置換アリール、アルカリル、置換アルカリル、－Ｓ（Ｏ）２ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－
Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、及び－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２からなる群から選択され、
Ｒ４０及びＲ４１は、独立して、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＲ１Ｒ
２からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最も好ましくは０
の整数であり、ｊ及びｋは、独立して、０～３の整数であり、Ｒ４２及びＲ４３は、独立
して、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルカリル、置換アルカリル
、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ１、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ１

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－Ｒ１、－（ＣＨ２）ｎ－Ｎ
Ｒ１Ｒ２からなる群から選択され、添え字ｎは、０～４、好ましくは０～１、最も好まし
くは０の整数であり、Ｒ４４は、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、及び－Ｃ（Ｏ
）ＯＲ１であり、
【００４８】
　式（Ｉ）～（Ｖ）の構造において、前述の基のいずれかに存在する任意の電荷は、好適
な独立して選択された内部又は外部対イオンと平衡化される。好適な独立して選択された
外部対イオンは、カチオン性又はアニオン性であってもよい。好適なカチオンの例として
は、好ましくは第Ｉ族及び第ＩＩ族から選択される１つ以上の金属が挙げられ、これらの
最も好ましいものは、Ｎａ、Ｋ、Ｍｇ、及びＣａ、又はイミニウム、アンモニウム、及び
ホスホニウムなどの有機カチオンが挙げられるが、これらに限定されない。好適なアニオ
ンの例としては、フッ化物、塩化物、臭化物、ヨウ化物、過塩素酸塩、硫酸水素塩、硫酸
塩、アミノサルフェート、硝酸塩、二水素リン酸塩、リン酸水素塩、リン酸塩、重炭酸塩
、炭酸塩、メトサルフェート、エトサルフェート、シアネート、チオシアネート、テトラ
クロロ亜鉛酸塩、ホウ酸塩、テトラフルオロボレート、酢酸塩、クロロアセテート、シア
ノアセテート、ヒドロキシアセテート、アミノアセテート、メチルアミノアセテート、ジ
－及びトリ－クロロアセテート、２－クロロ－プロピオネート、２－ヒドロキシプロピオ
ネート、グリコール酸塩、チオグリコレート、チオアセテート、フェノキシアセテート、
トリメチルアセテート、バレレート、パルミテート、アクリレート、シュウ酸塩、マロネ
ート、クロトネート、コハク酸塩、クエン酸塩、メチレン－ビス－チオグリコレート、エ
チレン－ビス－イミノアセテート、ニトリロトリアセテート、フマル酸塩、マレイン酸塩
、安息香酸塩、安息香酸メチル、クロロベンゾエート、ジクロロベンゾエート、ヒドロキ
シベンゾエート、アミノベンゾエート、フタレート、テレフタレート、インドリルアセテ
ート、クロロベンゼンスルホネート、ベンゼンスルホネート、トルエンスルホネート、ビ
フェニル－スルホネート、及びクロロトルエンスルホネートが挙げられるが、これらに限
定されない。当業者であれば、上記に列挙したものの代わりに使用することができる異な
る対イオンを十分に認識している。
【００４９】
　式（Ｉ）～（Ｖ）の構造において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ１５は、独立して、水素
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、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルカリル、置換アルカリル、及
びＲ４からなる群から選択され、式中、Ｒ４は、２８～５００、好ましくは４３～３５０
、更により好ましくは４３～２５０の範囲の当該モノマー分子量を有する１つ以上の有機
モノマーから構成される有機基であり、この有機基は、式Ｉ～Ｖの構造に一致する１つ以
上の追加のロイコ着色剤部分で置換され得る。一態様では、Ｒ４は、アルキレンオキシ（
ポリエーテル）、オキソアルキレンオキシ（ポリエステル）、オキソアルキレンアミン（
ポリアミド）、エピクロロヒドリン、四級化エピクロロヒドリン、アルキレンアミン、ヒ
ドロキシアルキレン、アシルオキシアルキレン、カルボキシアルキレン、カルボアルコキ
シアルキレン、及び糖からなる群から選択される。任意のロイコ着色剤が、３つ以上の連
続するモノマーを有するＲ４基を含む場合、ロイコ着色剤は、本明細書において「ポリマ
ーロイコ着色剤」として定義される。当業者であれば、溶解度、分配、堆積、除去、染色
などの多くの特性属性のいずれかに関する化合物の特性が、その中に組み込まれるこのよ
うな連続するモノマーの配置、同一性、及び数に関連することを理解する。したがって、
当業者は、このような連続するモノマーの配置、同一性、及び数を調節して、より多くの
予測可能な様式で任意の特定の属性を変更することができる。
【００５０】
　上記のロイコ化合物は、家庭用洗濯プロセスなどの織物材料の処理に使用するのに好適
であると考えられる。具体的には、ロイコ化合物は、ロイコ化合物の性質により、織物材
料の繊維上に付着すると考えられる。更に、織物材料上に堆積されると、ロイコ化合物は
、ロイコ化合物をその着色された形態に変換する適切な化学的又は物理的トリガを適用す
ることによって、着色化合物に変換することができる。例えば、ロイコ化合物は、ロイコ
化合物を酸化化合物に酸化すると、その着色形態に変換することができる。適切なロイコ
部分を選択することによって、ロイコ化合物は、ロイコ化合物がその着色された形態に変
換される際に、所望の色相を織物材料に付与するように設計することができる。例えば、
着色された形態への変換時に青色の色相を呈するロイコ化合物を使用して、時間の経過及
び／又は度重なる洗濯のために通常生じる織物材料の黄変を相殺することができる。した
がって、他の実施形態では、本発明は、上述のロイコ化合物を含む洗濯ケア組成物、及び
織物材料を処理するための家庭用方法（例えば、洗濯物品又は衣類を洗浄するための方法
）を提供する。
【００５１】
　好ましくは、ロイコ化合物は、２１０～３４５の相対色相角、又は更には２４０～３２
０の相対色相角、又は更には２５０～３００（例えば、２５０～２９０）の相対色相角で
布に色相を提供する。相対色相角は、当該技術分野において既知の任意の好適な方法によ
って決定することができる。しかしながら、好ましくは、ロイコ実体が存在しない綿に対
して、綿に対するロイコ実体の付着に関して、本明細書で更に詳細に記載されるように決
定することができる。
【００５２】
　１つの好ましい実施形態では、３０日間の保管後の洗濯ケア組成物は、初期の白色度効
果よりも高い洗浄時の綿に対する白色度効果を提供する。一実施形態では、洗濯ケア組成
物は、本明細書で更に詳細に記載されるように、２５℃で１、２、４、７、１４、２１、
２８、３０、６０、９０、１２０、１５０、１８０、２７０、又は３６０日間保管した後
に、若しくは５０℃で１、２、４、７、１４、２１、２８、３０、４５、又は６０日間保
管した後に、少なくとも５％の白色度改善数（ＷＩＮｘ）を有する。別の実施形態では、
洗濯ケア組成物は、２５℃で１、２、４、７、１４、２１、２８、３０、６０、９０、１
２０、１５０、１８０、２７０、又は３６０日間保管した後に、若しくは５０℃で１、２
、４、７、１４、２１、２８、３０、４５、又は６０日間保管した後に、少なくとも１０
％の白色度改善数（ＷＩＮｘ）を有する。一実施形態では、洗濯ケア組成物は、２５℃で
１４日間保管した後に、少なくとも５％の白色度改善数（ＷＩＮｘ）を有し、最も好まし
くは、２５℃で２８日間保管した後に、少なくとも１０％の白色度改善数（ＷＩＮｘ）を
有する。別の実施形態では、洗濯ケア組成物は、本明細書で更に詳細に記載されるように
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、５０℃で１４日間保管した後に、少なくとも５％の白色度改善数（ＷＩＮｘ）を有し、
最も好ましくは、５０℃で２８日間保管した後に、少なくとも１０％の白色度改善数（Ｗ
ＩＮｘ）を有する。
【００５３】
　洗濯ケア成分
　界面活性剤系
　本発明の製品は、約０．００重量％、より典型的には約０．１０重量％～８０重量％の
界面活性剤を含んでもよい。一態様において、かかる組成物は、約５重量％～５０重量％
の界面活性剤を含んでもよい。使用される界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、両性
、両性イオン性、双極性イオン性、若しくはカチオン性の種類のものであってもよく、又
はこれらの種類の界面活性剤の相容性混合物を含んでもよい。布地ケア製品が洗濯洗剤で
ある場合、アニオン性及び非イオン性界面活性剤が通常使用される。一方、布地ケア製品
が布地柔軟剤である場合、カチオン性界面活性剤が通常使用される。
【００５４】
　アニオン性界面活性剤
　有用なアニオン性界面活性剤は、それら自体がいくつかの異なるタイプのものであって
よい。例えば、高級脂肪酸類の水溶性塩、すなわち「石鹸」は、本明細書の組成物におい
て有用なアニオン性界面活性剤である。これは、約８～約２４個の炭素原子、又は更には
約１２～約１８個の炭素原子を含有する高級脂肪酸のナトリウム、カリウム、アンモニウ
ム、及びアルキロールアンモニウム塩などのアルカリ金属石鹸を含む。石鹸は、油脂の直
接鹸化によって、又は遊離脂肪酸の中和によって作製することができる。特に有用なもの
は、ココヤシ油及び獣脂から誘導される脂肪酸の混合物のナトリウム塩及びカリウム塩、
すなわち、ナトリウム又はカリウムタロー及びココヤシ石鹸である。
【００５５】
　好ましいアルキルサルフェートは、Ｃ８～１８アルキルアルコキシル化サルフェート、
好ましくはＣ１２～１５アルキル又はヒドロキシアルキルアルコキシル化サルフェートで
ある。好ましくはアルコキシル化基はエトキシル化基である。典型的には、アルキルアル
コキシル化サルフェートは、０．５～３０若しくは２０、又は０．５～１０の平均アルコ
キシル化度を有する。アルキル基は、分枝状又は直鎖状であり得る。アルコキシル化アル
キルサルフェート界面活性剤は、アルコキシル化アルキルサルフェートの混合物を含んで
もよく、この混合物は、約１２～約３０個の炭素原子の範囲内の平均（算術平均）炭素鎖
長、又は約１２～約１５個の炭素原子の平均炭素鎖長を有してもよく、また約１モル～４
モルのエチレンオキシド、プロピレンオキシド、若しくはこれらの混合物の平均（算術平
均）アルコキシル化度、又は約１．８モルのエチレンオキシド、プロピレンオキシド、若
しくはこれらの混合物の平均（算術平均）アルコキシル化度を有してもよい。このアルコ
キシル化アルキルサルフェート界面活性剤は、約１０個の炭素原子～約１８個の炭素原子
の炭素鎖長、及び約０．１～約６モルのエチレンオキシド、プロピレンオキシド、又はこ
れらの混合物のアルコキシル化度を有してもよい。アルコキシル化アルキルサルフェート
は、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、又はこれらの混合物でアルコキシル化され
てもよい。アルキルエーテルサルフェート界面活性剤は、ピークのあるエトキシレート分
布を含んでもよい。具体的な例としては、ＳｈｅｌｌからのＮＥＯＤＯＬ（登録商標）ア
ルコールから誘導されたＣ１２～Ｃ１５　ＥＯ２．５サルフェート、Ｃ１４～Ｃ１５　Ｅ
Ｏ２．５サルフェート及びＣ１２～Ｃ１５　ＥＯ１．５サルフェート、並びにＨｕｎｔｓ
ｍａｎからの天然アルコールから誘導されたＣ１２～Ｃ１４　ＥＯ３サルフェート、Ｃ１
２～Ｃ１６　ＥＯ３サルフェート、Ｃ１２～Ｃ１４　ＥＯ２サルフェート及びＣ１２～Ｃ
１４　ＥＯ１サルフェートが挙げられる。ＡＥＳは、直鎖状、分岐状、又はそれらの組み
合わせであってもよい。アルキル基は、Ｓｈｅｌｌにより商品名Ｎｅｏｄｏｌ（登録商標
）によって、ＳａｓｏｌによりＳａｆｏｌ（登録商標）、Ｌｉａｌ（登録商標）、及びＩ
ｓａｌｃｈｅｍ（登録商標）によって供給されるもの、又はココナッツ及びパーム核など
の植物油から誘導されるミドルカットアルコールなどの合成又は天然アルコールに由来し
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てもよい。別の好適なアニオン性洗浄界面活性剤は、Ｃ１０～Ｃ２６直鎖又は分枝鎖、好
ましくはＣ１０～Ｃ２０直鎖、最も好ましくはＣ１６～Ｃ１８直鎖アルキルアルコール、
及び２～２０個、好ましくは７～１３個、より好ましくは８～１２個、最も好ましくは９
．５～１０．５個のエトキシレートを含むアルキルエーテルカルボキシレートである。酸
形態又は塩形態、例えば、ナトリウム又はアンモニウム塩を使用することができ、アルキ
ル鎖は、１つのシス又はトランス二重結合を含有してもよい。アルキルエーテルカルボン
酸は、Ｋａｏ（Ａｋｙｐｏ（登録商標））、Ｈｕｎｔｓｍａｎ（Ｅｍｐｉｃｏｌ（登録商
標））及びＣｌａｒｉａｎｔ（Ｅｍｕｌｓｏｇｅｎ（登録商標））から入手可能である。
【００５６】
　他の有用なアニオン性界面活性剤は、アルキル基が約９～約１５個の炭素原子を直鎖（
線状）又は分枝鎖の構成で含有する、アルキルベンゼンスルホネートのアルカリ金属塩を
含むことができる。いくつかの例では、アルキル基は、線状である。かかる直鎖アルキル
ベンゼンスルホネートは、「ＬＡＳ」として既知である。他の例では、線状アルキルベン
ゼンスルホネートは、アルキル基中に約１１～１４個の平均炭素原子数を有してもよい。
具体的な例では、線状直鎖アルキルベンゼンスルホネートは、アルキル基中約１１．８個
の炭素原子の平均炭素原子数を有し得、Ｃ１１．８ＬＡＳと略称され得る。好ましいスル
ホネートは、Ｃ１０～１３アルキルベンゼンスルホネートである。好適なアルキルベンゼ
ンスルホネート（ＬＡＳ）は、市販の線状アルキルベンゼン（ＬＡＢ）をスルホン化する
ことによって得ることができる。好適なＬＡＢとしては、Ｓａｓｏｌにより商品名Ｉｓｏ
ｃｈｅｍ（登録商標）として供給されているもの又はＰｅｔｒｅｓａにより商品名Ｐｅｔ
ｒｅｌａｂ（登録商標）として供給されているものなどの低２－フェニルＬＡＢが挙げら
れ、他の好適なＬＡＢとしては、Ｓａｓｏｌにより商品名Ｈｙｂｌｅｎｅ（登録商標）と
して供給されているものなどの高２－フェニルＬＡＢが挙げられる。好適なアニオン性洗
浄性界面活性剤は、ＤＥＴＡＬ触媒プロセスによって得られるアルキルベンゼンスルホネ
ートであるが、ＨＦなどの他の合成経路が好適な場合もある。一態様では、ＬＡＳのマグ
ネシウム塩を用いる。本明細書に用いるのに適したアニオン性スルホネート界面活性剤と
しては、Ｃ８～Ｃ１８アルキル又はヒドロキシアルキルスルホネートの水溶性塩；国際公
開第９９／０５２４３号、同第９９／０５２４２号、同第９９／０５２４４号、同第９９
／０５０８２号、同第９９／０５０８４号、同第９９／０５２４１号、同第９９／０７６
５６号、同第００／２３５４９号、及び同第００／２３５４８号に記載されるＣ１１～Ｃ
１８アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）、変性アルキルベンゼンスルホネート（Ｍ
ＬＡＳ）、メチルエステルスルホネート（ＭＥＳ）；及びα－オレフィンスルホネート（
ＡＯＳ）が挙げられる。これらはまた、１０～２０炭素原子のパラフィンをスルホン化す
ることによって得られる、モノスルホネート及び／又はジスルホネートであり得るパラフ
ィンスルホネートを含む。スルホネート界面活性剤としてはまた、アルキルグリセリルス
ルホネート界面活性剤が挙げられ得る。
【００５７】
　本発明のアニオン性界面活性剤は、酸形態で存在してもよく、この酸形態を中和して、
本発明の洗剤組成物で使用するために望ましい界面活性剤塩を形成してもよい。典型的な
中和剤としては、水酸化物、例えばＮａＯＨ又はＫＯＨなどの金属対イオン塩基が挙げら
れる。酸型の、本発明のアニオン性界面活性剤及び補助アニオン性界面活性剤又は補助界
面活性剤を中和するための更に好ましい中和剤としては、アンモニア、アミン、又はアル
カノールアミンが挙げられる。アルカノールアミンが好ましい。当該技術分野で既知のモ
ノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、及び他の直鎖状若し
くは分岐鎖状アルカノールアミンを含む好適な非限定的な例。例えば、かなり好ましいア
ルカノールアミンとしては、２－アミノ－１－プロパノール、１－アミノプロパノール、
モノイソプロパノールアミン、又は１－アミノ－３－プロパノールが挙げられる。
【００５８】
　非イオン性界面活性剤
　好ましくは、本発明の組成物は非イオン性洗浄性界面活性剤を含む。好適な非イオン性
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界面活性剤としては、アルコキシル化脂肪族アルコールが挙げられる。非イオン性界面活
性剤は、式Ｒ（ＯＣ２Ｈ４）、ＯＨのエトキシル化アルコール及びエトキシル化アルキル
フェノールから選択することができ、式中、Ｒは、約８～約１５個の炭素原子を含有する
脂肪族炭化水素ラジカル、及びアルキル基が約８～約１２個の炭素原子を含有するアルキ
ルフェニルラジカルからなる群から選択され、ｎの平均値は、約５～約１５である。本明
細書で有用な、非イオン性界面活性剤の他の非限定例としては、Ｃ８～Ｃ１８アルキルエ
トキシレート（ＳｈｅｌｌからのＮＥＯＤＯＬ（登録商標）非イオン性界面活性剤など）
、アルコキシレート単位がエチレンオキシ単位、プロピレンオキシ単位、又はそれらの混
合物であってもよいＣ６～Ｃ１２のアルキルフェノールアルコキシレート、ＢＡＳＦから
のＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）などのエチレンオキシド／プロピレンオキシドブロック
ポリマーを有するＣ１２～Ｃ１８アルコール及びＣ６～Ｃ１２アルキルフェノール縮合体
、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分枝状アルコール、ＢＡ、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分枝状アルキルアル
コキシレート（ＢＡＥＸ、式中、ｘは１～３０である）、アルキル多糖類、具体的にはア
ルキルポリグリコシド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド；及びエーテルキャップ化ポリ（オ
キシアルキル化）アルコール界面活性剤が挙げられる。具体的な例としては、Ｓｈｅｌｌ
からのＣ１２～Ｃ１５　ＥＯ７及びＣ１４～Ｃ１５　ＥＯ７　ＮＥＯＤＯＬ（登録商標）
非イオン性界面活性剤、並びにＨｕｎｔｓｍａｎからのＣ１２～Ｃ１４　ＥＯ７及びＣ１
２～Ｃ１４　ＥＯ９　Ｓｕｒｆｏｎｉｃ（登録商標）非イオン性界面活性剤が挙げられる
。
【００５９】
　極めて好ましい非イオン性界面活性剤は、ゲルベアルコールと、アルコール１モル当た
り２～１８モル、好ましくは２～１５モル、より好ましくは５～９モルのエチレンオキシ
ドとの縮合生成物である。好適な非イオン性界面活性剤としては、ＢＡＳＦの商品名Ｌｕ
ｔｅｎｓｏｌ（登録商標）が挙げられる。Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＸＰ－５０は、平均約５個
のエトキシ基を含有するゲルベエトキシレートである。Ｌｕｔｅｎｓｏｌ　ＸＰ－８０は
、平均約８個のエトキシ基を含有する。本明細書に用いるのに好適な他の非イオン性界面
活性剤としては、脂肪族アルコールポリグリコールエーテル、アルキルポリグルコシド、
及び脂肪酸グルカミド、ゲルベアルコールに基づくアルキルポリグルコシドが挙げられる
。
【００６０】
　両性界面活性剤
　界面活性剤系は、アミンオキシドなどの両性界面活性剤を含み得る。好ましいアミンオ
キシドは、アルキルジメチルアミンオキシド又はアルキルアミドプロピルジメチルアミン
オキシド、より好ましくはアルキルジメチルアミンオキシド、特にココジメチルアミンオ
キシドである。アミンオキシドは、直鎖又は中鎖分枝状アルキル部分を有し得る。
【００６１】
　両性イオン界面活性剤
　界面活性剤系は、両性イオン界面活性剤を含んでもよい。両性イオン界面活性剤の特定
の非限定的な例としては、第二級若しくは第三級アミンの脂肪族誘導体、又は脂肪族ラジ
カルが直鎖若しくは分岐鎖であることができる複素環式第二級及び第三級アミンの脂肪族
誘導体が挙げられる。その脂肪族置換基の１つは、少なくとも約８個の炭素原子、例えば
約８～約１８個の炭素原子を含んでよく、少なくとも１つは、アニオン性水溶化基、例え
ば、カルボキシ、スルホネート、硫酸塩を含む。両性界面活性剤の好適な例については、
米国特許第３，９２９，６７８号、１９欄目、１８～３５行目を参照されたい。
【００６２】
　双極性界面活性剤
　双極性界面活性剤は当該技術分野において既知であり、一般に、全体的に中性に帯電し
ているが、少なくとも１つの正電荷原子／基及び少なくとも１つの負に帯電した原子／基
を担持する界面活性剤を含む。双極性イオン性界面活性剤の例としては、二級及び三級ア
ミン誘導体、複素環式二級及び三級アミン誘導体、又は四級アンモニウム化合物、四級ホ
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スホニウム化合物、若しくは三級スルホニウム化合物の誘導体が挙げられる。双極イオン
性界面活性剤類の例に関しては、米国特許第３，９２９，６７８号の第１９欄３８行目～
第２２欄４８行目を参照されたく、アルキルジメチルベタイン及びココジメチルアミドプ
ロピルベタインを含むベタイン、Ｃ８～Ｃ１８（例えば、Ｃ１２～Ｃ１８）アミンオキシ
ド、並びにＮ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－１－プロパンスルホネートなどのス
ルホ及びヒドロキシベタインが挙げられる（ここで、アルキル基は、Ｃ８～Ｃ１８、特定
の実施形態ではＣ１０～Ｃ１４とすることができる）。本発明で使用するのに好ましい双
極性界面活性剤は、ココアミドプロピルベタインである。
【００６３】
　カチオン性界面活性剤
　カチオン性界面活性剤の例としては、四級アンモニウム界面活性剤が挙げられ、これは
具体的には最高２６個の炭素原子を有し得る。更なる例としては、ａ）米国特許第６，１
３６，７６９号に論じられているような、アルコキシレート四級アンモニウム（ＡＱＡ）
界面活性剤；ｂ）米国特許第６，００４，９２２号に論じられているような、ジメチルヒ
ドロキシエチル四級アンモニウム；ｃ）参照により本明細書に組み込まれる、国際公開第
９８／３５００２号、同第９８／３５００３号、同第９８／３５００４号、同第９８／３
５００５号、及び同第９８／３５００６号に論じられているような、ポリアミンカチオン
性界面活性剤；ｄ）参照により本明細書に組み込まれる、米国特許第４，２２８，０４２
号、同第４，２３９，６６０号、同第４，２６０，５２９号、及び米国特許第６，０２２
，８４４号に論じられているような、カチオン性エステル界面活性剤；並びにｅ）参照に
より本明細書に組み込まれる、米国特許第６，２２１，８２５号及び国際公開第００／４
７７０８号に論じられている、アミノ界面活性剤、具体的にはアミドプロピルジメチルア
ミン（ＡＰＡ）が挙げられる。有用なカチオン性界面活性剤には、米国特許第４，２２２
，９０５号（Ｃｏｃｋｒｅｌｌ，１９８０年９月１６日交付）、及び米国特許第４，２３
９，６５９号（Ｍｕｒｐｈｙ，１９８０年１２月１６日交付）に開示されるものも含まれ
、これらの両方の文献も、参照により本明細書に援用される。第四級アンモニウム化合物
は、柔軟仕上げ剤などの布地柔軟剤組成物中に存在してもよく、正電荷を有する多原子イ
オンの構造ＮＲ４

＋（式中、Ｒはアルキル基又はアリール基）である第四級アンモニウム
カチオンを含む。
【００６４】
　洗浄補助添加剤
　本発明の洗浄組成物はまた、洗浄補助添加剤を含有してもよい。洗浄補助添加剤の明確
な性質及びそれらを組み込む濃度は、洗浄組成物の物理的形態及びそれが使用される洗浄
作業の明確な性質に依存する。
【００６５】
　洗浄補助添加剤は、ビルダー、構造剤又は増粘剤、泥汚れ除去／再付着防止剤、高分子
汚れ遊離剤、高分子分散剤、高分子油汚れクリーニング剤、酵素、酵素安定化系、漂白化
合物、漂白剤、漂白活性剤、漂白触媒、増白剤、染料、色相剤、移染防止剤、キレート剤
、抑泡剤、柔軟剤、及び香料からなる群から選択され得る。この洗浄補助添加剤のリスト
は、単に例示的なものであり、使用することができる洗浄補助添加剤の種類を限定するも
のではない。原則として、本発明において、当該技術分野において既知の任意の洗浄補助
添加剤が使用されてよい。
【００６６】
　ポリマー
　上記組成物は１つ以上のポリマーを含んでよい。非限定的な例としては、いずれも任意
に修飾されてもよく、国際公開第２０１６／０４１６７６号に記載されるように、ポリエ
チレンイミン、カルボキシメチルセルロース、ポリ（ビニルピロリドン）、ポリ（エチレ
ングリコール）、ポリ（ビニルアルコール）、ポリ（ビニルピリジン－Ｎ－オキシド）、
ポリ（ビニルイミダゾール）、ポリカルボキシレート、又はアルコキシル化置換フェノー
ル（ＡＳＰ）が挙げられる。ＡＳＰ分散剤の例としては、Ｃｌａｒｉａｎｔから入手可能
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なＨＯＳＴＡＰＡＬ　ＢＶ　ＣＯＮＣ　Ｓ１０００が挙げられるが、これらに限定されな
い。
【００６７】
　ポリアミンは、油汚れ、微粒子除去、又は染み除去のために使用され得る。多種多様な
アミン及びポリアルキレンイミンを様々な程度にアルコキシル化して、疎水性又は親水性
の洗浄を達成することができる。このような化合物としては、エトキシル化ポリエチレン
イミン、エトキシル化ヘキサメチレンジアミン、及びこれらを硫酸化したものが挙げられ
るが、これらに限定されない。このようなポリマーの有用な例は、ＢＡＳＦから入手可能
なＨＰ２０、又は以下の一般構造を有するポリマーである。
【００６８】
　ビス（（Ｃ２Ｈ５Ｏ）（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ）（ＣＨ３）－Ｎ＋－ＣｘＨ２ｘ－Ｎ＋－（Ｃ
Ｈ３）－ビス（（Ｃ２Ｈ５Ｏ）（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ）、（式中、ｎは２０～３０、ｘは３～
８）又はその硫酸化若しくはスルホン化変異体。ポリプロポキシル化－ポリエトキシル化
両親媒性ポリエチレンイミン誘導体もまた、より高い油脂除去及び乳化を達成するために
含まれてもよい。これらは、好ましくは内側ポリエチレンオキシドブロック及び外側ポリ
プロピレンオキシドブロックを有するアルコキシル化ポリアルキレンイミンを含んでいて
もよい。洗剤組成物はまた、向上した飲料染み除去に有用な未変性ポリエチレンイミンを
含有してもよい。様々な分子量のＰＥＩは、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商品
名Ｌｕｐａｓｏｌ（登録商標）として市販されており、好適なＰＥＩの例としては、Ｌｕ
ｐａｓｏｌ　ＦＧ（登録商標）、Ｌｕｐａｓｏｌ　Ｇ－３５（登録商標）が挙げられるが
、これらに限定されない。
【００６９】
　本組成物は、ポリマー分散剤として有用なマレエート／アクリレートランダムコポリマ
ー又はポリアクリレートホモポリマーなどの１つ以上のカルボキシレートポリマーを含ん
でもよい。ポリアクリレートから調製されるものなどのアルコキシル化ポリカルボキシレ
ートもまた、粘土分散性を提供するのに有用である。このような材料は、国際公開第９１
／０８２８１号に記載されている。化学的に、これら物質は、７～８個のアクリレート単
位ごとに１つのエトキシ側鎖を有するポリアクリレートを含む。側鎖は、式－（ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｏ）ｍ（ＣＨ２）ｎＣＨ３（式中、ｍは、２～３であり、ｎは、６～１２である）の
ものである。側鎖は、ポリアクリレート「主鎖」にエステル又はエーテル結合され、「櫛
形」ポリマー型構造を提供する。
【００７０】
　好ましい両親媒性グラフトコポリマー（複数可）は、（ｉ）ポリエチレングリコール主
鎖と、（ｉｉ）ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、及びこれらの混合物から選択さ
れる少なくとも１つのペンダント部分と、を含む。両親媒性グラフトコポリマーの例は、
ＢＡＳＦから供給されるＳｏｋａｌａｎ（登録商標）ＨＰ２２である。
【００７１】
　国際公開第２０１６／０４１６７６号に記載のアルコキシル化置換フェノールもまた、
粘土分散性を提供するポリマーの好適な例である。Ｃｌａｒｉａｎｔから入手可能なＨｏ
ｓｔａｐａｌ　ＢＶ　Ｃｏｎｃ　Ｓ１０００は、ＡＳＰ分散剤の非限定的な一例である。
【００７２】
　好ましくは、本組成物は、１種以上の汚れ放出ポリマーを含む。好適な汚れ遊離ポリマ
ーは、Ｒｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘポリマー（例えば、Ｒｈｏｄｉａにより供給されているＲ
ｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘ　ＳＦ、ＳＦ－２及びＳＲＰ６）などのポリエステル汚れ遊離ポリ
マーである。他の好適な汚れ遊離ポリマーとしては、Ｔｅｘｃａｒｅポリマー（例えば、
Ｃｌａｒｉａｎｔにより供給されているＴｅｘｃａｒｅ　ＳＲＡ１００、ＳＲＡ３００、
ＳＲＮ１００、ＳＲＮ１７０、ＳＲＮ２４０、ＳＲＮ２６０、ＳＲＮ３００及びＳＲＮ３
２５など）が挙げられる。他の好適な汚れ除去ポリマーは、Ｍａｒｌｏｑｕｅｓｔポリマ
ー（例えば、Ｓａｓｏｌにより供給されているＭａｒｌｏｑｕｅｓｔ　ＳＬ、ＨＳＣＢ、
Ｌ２３５Ｍ、Ｂ、Ｇ８２など）である。他の好適な汚れ除去ポリマーとしては、米国特許



(18) JP 6928649 B2 2021.9.1

10

20

30

40

50

第９，３６５、８０６号に記載されているようなメチル末端保護されたエトキシル化プロ
ポキシル化汚れ除去ポリマーが挙げられる。
【００７３】
　好ましくは、本組成物は、１つ以上の多糖類を含み、多糖類は、特に、カルボキシメチ
ルセルロース、メチルカルボキシメチルセルロース、スルホセルロース、メチルヒドロキ
シエチルセルロース、カルボキシメチルキシログルカン、カルボキシメチルキシラン、ス
ルホガラクトマンナン、カルボキシメチルガラクトマンナン、ヒドロキシエチルガラクト
マンナン、スルホエチルデンプン、カルボキシメチルデンプン、及びそれらの混合物から
選ばれ得る。本発明に用いるのに好適な他の多糖類は、グルカンである。好ましいグルカ
ンは、グリコシド結合によって一緒に連結されたグルコースモノマー単位（すなわち、グ
リコシド結合）を含むポリマーであるポリアルファ－１，３－グルカンであり、グリコシ
ド結合の少なくとも約５０％は、アルファ－１，３－グルコシド結合である。ポリアルフ
ァ－１，３－グルカンは、一種の多糖類である。ポリアルファ－１，３－グルカンは、例
えば、米国特許第７，０００，０００号及び米国特許出願公開第２０１３／０２４４２８
８号並びに同第２０１３／０２４４２８７号（これらの全てが、参照により本明細書に組
み込まれる）に記載されているような１つ以上のグルコシルトランスフェラーゼ酵素を使
用して、スクロースから酵素的に産生することができる。
【００７４】
　本組成物に使用するための他の好適な多糖類は、カチオン性多糖類である。カチオン性
多糖類の例としては、カチオン性グアーガム誘導体、四級窒素含有セルロースエーテル、
並びにエーテル化セルロース、グアー、及びデンプンのコポリマーである合成ポリマーが
挙げられる。使用される場合、本明細書におけるカチオン性ポリマーは、組成物に可溶性
であるか、又は上述のカチオン性ポリマー、並びにアニオン性、両性及び／又は双極性界
面活性剤成分によって形成される組成物中の複合コアセルベート相に可溶性である。好適
なカチオン性ポリマーは、米国特許第３，９６２，４１８号、同第３，９５８，５８１号
、及び米国特許出願公開第２００７／０２０７１０９（Ａ１）号に記載されている。
【００７５】
　ポリマーはまた、他の洗剤原材料の付着助剤としても機能し得る。好ましい付着助剤は
、カチオン性及び非イオン性ポリマーからなる群から選択される。好適なポリマーとして
は、カチオンデンプン、カチオン性ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルホルムアル
デヒド、ローカストビーンガム、マンナン、キシログルカン、タマリンドガム、ポリエチ
レンテレフタレート、並びに任意にアクリル酸及びアクリルアミドを含む群から選択され
る１つ以上のモノマーと共にジメチルアミノエチルメタクリレートを含有するポリマーが
挙げられる。
【００７６】
　追加的アミン
　ポリアミンは、油汚れ除去を改善することが知られている。性能に好ましい環状及び直
鎖アミンは、１，３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキサン、４－メチルシクロヘキサ
ン－１，３－ジアミン（ＢＡＳＦにより供給されるＢａｘｘｏｄｕｒ　ＥＣＸ２１０）１
，３プロパンジアミン、１，６ヘキサンジアミン、１，３ペンタンジアミン（Ｉｎｖｉｓ
ｔａにより供給されるＤｙｔｅｋ　ＥＰ）、２－メチル１，５ペンタンジアミン（Ｉｎｖ
ｉｓｔａにより供給されるＤｙｔｅｋ　Ａ）である。米国特許第６７１００２３号は、少
なくとも３つのプロトン化可能なアミンを含有する当該ジアミン及びポリアミンを含有す
る食器手洗い用組成物を開示している。本発明によるポリアミンは、洗浄ｐＨよりも高い
少なくとも１つのｐｋａと、約６を超えかつ洗浄ｐＨよりも低い少なくとも２つのｐＫａ
を有する。好ましいポリアミンは、Ｄｏｗ、ＢＡＳＦ、及びＨｕｎｔｍａｎから市販され
ている、テトラエチレンペンタミン、ヘキサエチルヘキサミン、ヘプタエチルヘプタミン
、オクタエチルオクタミン、ノネチルノナミン、及びこれらの混合物からなる群から選択
される。特に好ましいポリエーテルアミンは、米国特許第９７５２１０１号、米国特許第
９４８７７３９号、米国特許第９６３１１６３号に記載されているように親油性変性され
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ている。
【００７７】
　移染防止剤（ＤＴＩ）
　本発明の組成物は、１つ以上の移染防止剤を含んでよい。本発明の一実施形態では、驚
くべきことに、特定の染料に加えて、ポリマー移染防止剤を含む組成物は、性能が向上す
ることを本発明者らは発見した。これは、驚くべきことに、ポリマー移染防止剤が染料の
付着を防ぐためである。好適な移染防止剤としては、ポリビニルピロリドンポリマー、ポ
リアミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンとＮ－ビニルイミダゾールとのコ
ポリマー、ポリビニルオキサゾリドン、及びポリビニルイミダゾール、又はこれらの混合
物が挙げられるが、これらに限らない。好適な例としては、Ａｓｈｌａｎｄ　Ａｑｕａｌ
ｏｎ製のＰＶＰ－Ｋ１５、ＰＶＰ－Ｋ３０、ＣｈｒｏｍａＢｏｎｄ　Ｓ－４００、Ｃｈｒ
ｏｍａＢｏｎｄ　Ｓ－４０３Ｅ及びＣｈｒｏｍａｂｏｎｄ　Ｓ－１００、並びにＢＡＳＦ
製のＳｏｋａｌａｎ　ＨＰ１６５、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５０、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５
３、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５９、Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＨＰ５６Ｋ、Ｓｏｋａｌａ
ｎ（登録商標）ＨＰ６６が挙げられる。その他の好適なＤＴＩは、国際公開第２０１２／
００４１３４号に記載されているようなものである。対象組成物に存在する場合、移染防
止剤は、組成物の約０．０００１重量％～約１０重量％、約０．０１重量％～約５重量％
、又は約０．１重量％～約３重量％の濃度で存在してよい。
【００７８】
　酵素
　布地の洗濯の際に遊離する染料移行を防止するため、並びに布地を修復するための、タ
ンパク質系、炭水化物系、又はトリグリセリド系のしみの基質からの除去を含む多様な目
的のために、酵素を本洗浄組成物に含めてもよい。好適な酵素には、植物、動物、細菌、
真菌、及び酵母起源質のような好適な起源物質からのプロテアーゼ、アミラーゼ、リパー
ゼ、カルボヒドラーゼ、セルラーゼ、オキシダーゼ、ペルオキシダーゼ、マンナナーゼ及
びこれらの混合物が含まれる。本明細書に記載の洗浄組成物中で使用され得る他の酵素と
しては、ヘミセルラーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、エンドグルカ
ナーゼ、キシラナーゼ、リパーゼ、ホスホリパーゼ、アミラーゼ、グルコアミラーゼ、キ
シラナーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ケラタナーゼ、レダクターゼ、
オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナー
ゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、β－グルカナーゼ、アラビノシダーゼ、
ヒアルロナーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、又はこれらの混合物、エステラーゼ
、マンナナーゼ、ペクチン酸リアーゼ、及び／又はこれらの混合物が挙げられる。他の好
適な酵素としては、ヌクレアーゼ酵素が挙げられる。本組成物は、ヌクレアーゼ酵素を含
み得る。ヌクレアーゼ酵素は、核酸のヌクレオチドサブユニット間のホスホジエステル結
合を切断することができる酵素である。本明細書におけるヌクレアーゼ酵素は、好ましく
は、デオキシリボヌクレアーゼ若しくはリボヌクレアーゼ酵素、又はこれらの機能的断片
である。酵素の選択は、ｐＨ活性及び／又は安定性の最適条件、熱安定性、及び活性洗剤
、ビルダーなどに対する安定性のような要因に影響される。
【００７９】
　酵素は、洗浄組成物の重量に基づき約０．０００１重量％～約５重量％の活性酵素濃度
で洗浄組成物に組み込むことができる。酵素は、別個の単一原料として、又は２つ以上の
酵素の混合物として、加えることができる。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、リパーゼが使用され得る。リパーゼは、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ
（Ｄｅｎｍａｒｋ）から商品名Ｌｉｐｅｘで購入することができる。アミラーゼ（Ｎａｔ
ａｌａｓｅ（登録商標）、Ｓｔａｉｎｚｙｍｅ（登録商標）、Ｓｔａｉｎｚｙｍｅ　Ｐｌ
ｕｓ（登録商標））は、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ，Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋによ
り供給され得る。プロテアーゼは、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｐ
ａｌｏ　Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉｆ．，ＵＳＡ（例えば、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登
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録商標））、又はＮｏｖｏｚｙｍｅｓ，Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ（例えばＬ
ｉｑｕａｎａｓｅ（登録商標）、Ｃｏｒｏｎａｓｅ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ（登
録商標））により供給されるものであってよい。他の好ましい酵素には、好ましくは、商
標名Ｐｅｃｔａｗａｓｈ（登録商標）、Ｘｐｅｃｔ（登録商標）、Ｐｅｃｔａｗａｙ（登
録商標）で販売されているペクチン酸リアーゼ、及び商標名Ｍａｎｎａｗａｙ（登録商標
）（以上全て、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ，Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）、
及びＰｕｒａｂｒｉｔｅ（登録商標）（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｉｎｃ．，Ｐａｌｏ　Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）で販売されているマンナナー
ゼが挙げられる。酵素材料の範囲及び合成洗浄組成物への組み込みのための手段は、国際
公開第９３０７２６３（Ａ）号；国際公開第９３０７２６０（Ａ）号；国際公開第８９０
８６９４（Ａ）号；米国特許第３，５５３，１３９号、同第４，１０１，４５７号、及び
米国特許第４，５０７，２１９号に開示されている。液体洗剤組成物に有用な酵素材料、
及びこのような組成物への酵素の組み込みは、米国特許第４，２６１，８６８号に記載さ
れる。
【００８１】
　酵素安定化系
　本明細書に記載されている酵素含有組成物は、場合により、当該組成物の重量基準で、
約０．００１％～約１０％、いくつかの例では、約０．００５％～約８％、及び別の例で
は、約０．０１％～約６％の酵素安定化系を含んでもよい。酵素安定化系は、洗浄性酵素
と適合性のある任意の安定化系であってよい。そのような系は、他の配合物活性物質によ
って本質的に提供されてもよく、又は洗剤に使用可能な酵素の配合者若しくは製造業者に
よって別個に添加されてもよい。そのような安定化系は、例えば、カルシウムイオン、ホ
ウ酸、プロピレングリコール、短鎖カルボン酸、ボロン酸、塩素漂白剤捕捉剤及びそれら
の混合物が含むことができ、清浄組成物のタイプ及び物理形態に応じて様々な安定化問題
に対処するように設計される。ホウ酸塩系安定化剤の再検討には、米国特許第４，５３７
，７０６号を参照されたい。
【００８２】
　キレート剤。
　好ましくは、本組成物は、キレート剤及び／又は結晶成長阻害物質を含む。好適な分子
としては、銅、鉄、及び／又はマンガンキレート剤、並びにこれらの混合物が挙げられる
。好適な分子としては、アミノカルボキシレート、アミノホスホネート、サクシネート、
これらの塩、及びこれらの混合物が挙げられる。本明細書に用いるのに好適なキレート剤
の非限定的な例としては、エチレンジアミンテトラアセテート、Ｎ－（ヒドロキシエチル
）－エチレン－ジアミン－トリアセテート、ニトリロトリアセテート、エチレンジアミン
テトラプロピオネート、トリエチレン－テトラアミン－ヘキサアセテート、ジエチレント
リアミンペンタアセテート、エタノールジグリシン、エチレンジアミンテトラキス（メチ
レンホスホネート）、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）（ＤＴＰＭＰ
）、エチレンジアミンジスクシネート（ＥＤＤＳ）、ヒドロキシエタンジメチレンホスホ
ン酸（ＨＥＤＰ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（
ＤＴＰＡ）、及び１，２－ジヒドロキシベンゼン－３，５－ジスルホン酸（タイロン）、
これらの塩、並びにこれらの混合物が挙げられる。タイロン並びに他のスルホン化カテコ
ールもまた、有効な重金属キレート剤として使用されてもよい。本発明で用いるキレート
剤の他の非限定的な例は、米国特許第７４４５６４４号、同第７５８５３７６号、及び米
国特許出願公開第２００９／０１７６６８４（Ａ１）号に見出される。本明細書に用いる
のに好適な他のキレート剤は、市販のＤＥＱＵＥＳＴシリーズ、並びにＭｏｎｓａｎｔｏ
製、ＤｕＰｏｎｔ製、及びＮａｌｃｏ，Ｉｎｃ．製のキレート剤である。
【００８３】
　増白剤
　光学増白剤若しくはその他の増白剤、又は白化剤は、組成物の重量基準で、約０．０１
％～約１．２％のレベルで本明細書に記載されている清浄組成物に配合することができる
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。本明細書で使用することのできる市販の光学増白剤は、必ずしも限定されないが、スチ
ルベン、ピラゾリン、クマリン、カルボン酸、メチンシアニン、ジベンゾチフェン－５，
５－ジオキシド、アゾール、５及び６員複素環、並びに他の様々な剤の誘導体を含む、小
グループに分類することができる。そのような増白剤の例は、「蛍光増白剤の製造及び用
途（The Production and Application of Fluorescent Brightening Agents）」（Ｍ．Ｚ
ａｈｒａｄｎｉｋ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１９８２
））で開示されている。本組成物で有用であり得る、具体的な非限定例光学増白剤は、米
国特許第４，７９０，８５６号及び米国特許第３，６４６，０１５号で示されるものであ
る。非常に好ましい増白剤としては、４，４’－ビス｛［４－アニリノ－６－［ビス（２
－ヒドロキシエチル）アミノ－ｓ－トリアジン－２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチ
ルベンジスルホン酸二ナトリウム、４，４’－ビス｛［４－アニリノ－６－モルホリノ－
ｓ－トリアジン－２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチルベンジスルホネート、４，４
”－ビス［（４，６－ジ－アニリノ－ｓ－トリアジン－２－イル）－アミノ］－２，２’
－スチルベンジスルホン酸二ナトリウム、４，４’－ビス－（２－スルホスチリル）ビフ
ェニル二ナトリウムが挙げられる。
【００８４】
　漂白剤。
　本組成物は１つ以上の漂白剤を含むことが好ましい場合がある。好適な漂白剤には、光
漂白剤、過酸化水素、過酸化水素源、予形成過酸、及びこれらの混合物が挙げられる。
　（１）光漂白剤、例えば、スルホン化亜鉛フタロシアニン、スルホン化アルミニウムフ
タロシアニン、キサンテン染料、及びこれらの混合物。
　（２）予形成過酸：好適な予形成過酸としては、予形成ペルオキシ酸又はその塩、典型
的には過カルボン酸及び塩、過炭酸及び塩、過イミド酸及び塩、ペルオキシ一硫酸及び塩
、例えばＯｘｏｎｅ（登録商標）、並びにこれらの混合物からなる群から選択される化合
物が挙げられるが、これらに限らない。好適な例としては、ペルオキシカルボン酸若しく
はその塩、又はペルオキシスルホン酸若しくはその塩が挙げられる。特に好ましいペルオ
キシ酸はフタルイミド－ペルオキシ－アルカン酸、特に、ε－フタルイミドペルオキシヘ
キサン酸（ＰＡＰ）である。好ましくは、ペルオキシ酸又はその塩は、３０℃～６０℃の
範囲の融点を有する。
　（３）過酸化水素源、例えば、過ホウ酸塩（通常、一水和物又は四水和物）、過炭酸塩
、過硫酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩、及びこれらの混合物のナトリウム塩などのアルカ
リ金属塩を含む、無機過水和物の塩。
【００８５】
　布地シェーディング染料
　布地シェーディング染料（色調剤、青味剤又は白化剤と呼ばれることもある）は、典型
的には、青又は紫の色合いを布地にもたらす。このような染料（複数可）は当該技術分野
において周知であり、単独で、又は組み合わせてのいずれかでの使用により、特定の色調
の濃淡を作り出す、及び／又は異なる種類の布地に色合いをつけることができる。布地シ
ェーディング染料は、アクリジン、アントラキノン（多環式キノンをはじめとするもの）
、アジン、アゾ（例えば、モノアゾ、ジスアゾ、トリスアゾ、テトラキスアゾ、ポリアゾ
）、ベンゾジフラン、ベンゾジフラノン、カロテノイド、クマリン、シアニン、ジアザヘ
ミシアニン、ジフェニルメタン、ホルマザン、ヘミシアニン、インジゴイド、メタン、ナ
フタルイミド、ナフトキノン、ニトロ、ニトロソ、オキサジン、フタロシアニン、ピラゾ
ール、スチルベン、スチリル、トリアリールメタン、トリフェニルメタン、キサンテン、
及びそれらの混合物を含むがこれらに限定されない、当該技術分野において既知の任意の
化学分類の染料から選択することができる。本発明の洗濯ケア組成物中に存在する補助布
地シェーディング染料の量は、典型的には、全洗浄組成物に基づいて０．０００１～０．
０５重量％、好ましくは０．０００１～０．００５重量％である。洗浄液に基づいて、布
地シェーディング染料の濃度は、典型的には１ｐｐｂ～５ｐｐｍ、好ましくは１０ｐｐｂ
～５００ｐｐｂである。
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【００８６】
　好適な布地シェーディング染料としては、小分子染料、ポリマー染料及び染料－クレイ
結合体が挙げられる。好ましい布地濃淡染料は、小分子染料及び高分子染料から選択され
る。好適な小分子染料を、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．，Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙ
ｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ，（Ｂｒａｄｆｏｒｄ，ＵＫ））分類の酸性染料
、直接染料、塩基性染料、反応染料、溶剤染料、又は分散染料に該当する染料からなる群
から選択することができる。
【００８７】
　好適なポリマー染料としては、共有結合した（結合したと称することもある）色原体（
染料ポリマー結合体としても知られるもの）を含有するポリマー、例えば、ポリマーの主
鎖中に共重合した色原体モノマーを有するポリマー、及びそれらの混合物からなる群から
選択される染料が挙げられる。好ましいポリマー染料は、アルコキシル化トリフェニルメ
タンポリマー着色料、アルコキシル化炭素環アゾ着色料、及びアルコキシル化チオフェン
ポリマー着色料をはじめとするアルコキシル化複素環アゾ着色料、並びにそれらの混合物
などの任意に置換されたアルコキシル化染料を含み、Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（
Ｍｉｌｌｉｋｅｎ，Ｓｐａｒｔａｎｂｕｒｇ，（Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ
））の名称で販売の布地直接着色料などがある。
【００８８】
　好適な染料クレイ結合体としては、少なくとも１つのカチオン染料／塩基性染料及びス
メクタイトクレイを含む群から選択される染料クレイ結合体が挙げられ、好ましいクレイ
は、モンモリロナイトクレイ、ヘクトライトクレイ、サポナイトクレイ、及びそれらの混
合物からなる群から選択されるものでもよい。
【００８９】
　顔料は当該技術分野において周知であり、本明細書の洗濯ケア組成物に使用されてもよ
い。好適な顔料としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅｓ　１５～２０、特に１５
及び／又は１６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　２９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｖｉｏｌｅｔ　１５、Ｍｏｎａｓｔｒａｌ　Ｂｌｕｅ並びにこれらの混合物が挙げられる
。
【００９０】
　ビルダー
　本発明の洗浄組成物は、場合により、ビルダーを含んでもよい。
【００９１】
　アルミノシリケート及びシリケートから選択されるビルダーは、洗浄水の鉱物質硬度の
制御を助けるか、又は表面からの微粒子汚れの除去を助ける。好適なビルダーは、ポリリ
ン酸塩、特にそのナトリウム塩などのリン酸塩；炭酸塩、重炭酸塩、セスキ炭酸塩、及び
炭酸ナトリウム又はセスキ炭酸塩以外の炭酸塩鉱物；有機モノ－、ジ－、トリ－、及びテ
トラカルボキシレート、特に、酸、ナトリウム、カリウム、又はアルカノールアンモニウ
ム塩形態の水溶性非界面活性剤カルボキシレート、並びに脂肪族及び芳香族の種類を含む
オリゴマー又は水溶性低分子量ポリマーカルボキシレート、並びにフィチン酸からなる群
から選択され得る。これらは、例えば、ｐＨ緩衝化の目的のためのホウ酸塩によって、又
は硫酸塩、とりわけ硫酸ナトリウム、及び安定な界面活性剤及び／又はビルダー含有清浄
組成物の工学に重要となり得る任意の他の充填剤又は担体によって補完されてもよい。
【００９２】
　ｐＨ緩衝系
　本組成物はまた、ｐＨ緩衝系を含んでもよい。本明細書において記載されているクリー
ニング組成物は、水性クリーニング操作において使用する間、洗浄水が約６．０～約１２
、及びいくつかの例では約７．０～約１１のｐＨを有するように配合され得る。推奨され
る使用レベルでｐＨを制御する技法としては、緩衝剤、アルカリ、酸の使用が挙げられ、
これらは当業者には周知である。これらの技術としては、炭酸ナトリウム、クエン酸、若
しくはクエン酸ナトリウム、モノエタノールアミン若しくは他のアミン、ホウ酸若しくは
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ホウ酸塩、及び当該技術分野において既知の他のｐＨ調整化合物の使用が挙げられるが、
これらに限定されない。本明細書の洗浄組成物は、クエン酸の放出を遅延させることによ
って、動的な洗浄中ｐＨプロファイルを含んでもよい。
【００９３】
　構造化剤／増粘剤
　構造化液体は、内部的に構造化することによって、一次成分（例えば界面活性剤物質）
によってその構造を形成することも、及び／又は、二次成分（例えば、ポリマー、粘土、
及び／又はケイ酸塩材料）を用いて、三次元マトリックス構造をもたらすことによって、
外部的に構造化することもできる。組成物は、組成物の重量に基づき約０．０１％～約５
％の構造剤、及びいくつかの例では、組成物の重量に基づき約０．１％～約２．０％の構
造剤を含み得る。構造剤は、ジグリセリド及びトリグリセリド、ジステアリン酸エチレン
グリコール、微結晶セルロース、セルロース系物質、マイクロファイバーセルロース、バ
イオポリマー、キサンタンガム、ジェランガム、及びこれらの混合物からなる群から選択
され得る。いくつかの実施例において、好適な構造剤としては、硬化ヒマシ油、及びその
非エトキシル化誘導体が挙げられる。他の好適な構造化剤は、米国特許第６，８５５，６
８０号に開示されている。このような構造化剤は、ある範囲のアスペクト比を有する糸様
構造系を有する。更なる好適な構造剤、及びそれらの構造剤を作製するプロセスは、国際
公開第２０１０／０３４７３６号に記載されている。
【００９４】
　抑泡剤
　本明細書に記載の洗浄組成物の中に泡の形成を低減又は抑制するための化合物を組み込
むことができる。抑泡制は、米国特許第４，４８９，４５５号及び同第４，４８９，５７
４号に記載されているようないわゆる「高濃度洗浄プロセス」において、そしてフロント
ローディング方式の洗濯機において、特に重要である可能性がある。
【００９５】
　広範な材料を抑泡剤として使用してよく、抑泡剤は当業者に周知である。例えば、Ｋｉ
ｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ、第３版、第７巻、４３０～４４７頁（Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ
，Ｉｎｃ．、１９７９年）を参照されたい。抑泡剤の例としては、モノカルボン脂肪酸及
びその可溶性塩、高分子量炭化水素、例えばパラフィン、脂肪酸エステル（例えば脂肪酸
トリグリセリド）、一価アルコールの脂肪酸エステル、脂肪族Ｃ１８～Ｃ４０ケトン（例
えばステアロン（stearone））、Ｎ－アルキル化アミノトリアジン、好ましくは約１００
℃以下の融点を有するろう質炭化水素、シリコーン抑泡剤、及び第二級アルコールが挙げ
られる。抑泡剤は、米国特許第２，９５４，３４７号；同第４，０７５，１１８号；同第
４，２６５，７７９号；同第４，２６５，７７９号；同第３，４５５，８３９号；同第３
，９３３，６７２号；同第４，６５２，３９２号；同第４，９７８，４７１号；同第４，
９８３，３１６号；同第５，２８８，４３１号；同第４，６３９，４８９号；同第４，７
４９，７４０号；及び同第４，７９８，６７９号に記載されている。
【００９６】
　本明細書に記載の洗浄組成物は、０％～約１０％の抑泡剤を含んでもよい。抑泡剤とし
て利用する場合、脂肪族モノカルボン酸及びその塩は、洗浄組成物の最大約５重量％、及
び一部の例では、洗浄組成物の約０．５重量％～約３重量％の量で存在することができる
。シリコーン抑泡剤は、より多い量を使用することもできるが、洗浄組成物の重量基準で
最大で約２．０％までの量で使用されてもよい。モノステアリルホスフェート抑泡剤は、
クリーニング組成物の約０．１重量％～約２重量％の範囲の量で利用することができる。
炭化水素抑泡剤は、クリーニング組成物の約０．０１重量％～約５．０重量の範囲の量で
利用することができるが、より多い量を使用してもよい。アルコール抑泡剤は、洗浄組成
物の約０．２％～約３重量％使用することができる。
【００９７】
　増泡剤
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　高起泡性が望ましい場合、Ｃ１０～Ｃ１６アルカノールアミドなどの増泡剤は、洗浄組
成物の重量基準で、約１％～約１０％の範囲の濃度で、洗浄組成物に組み込むことができ
る。いくつかの例としては、Ｃ１０～Ｃ１４モノエタノール及びジエタノールアミドが挙
げられる。所望の場合、更なる泡をもたらして、油汚れ除去性能を高めるために、ＭｇＣ
ｌ２、ＭｇＳＯ４、ＣａＣｌ２、ＣａＳＯ４などの水溶性マグネシウム及び／又はカルシ
ウム塩を、清浄組成物の約０．１重量％～約２重量％のレベルで加えてもよい。
【００９８】
　充填剤及び担体
　本明細書において記載されているクリーニング組成物に、充填剤及び担体を用いてもよ
い。本明細書において使用する場合、用語「充填剤」及び「担体」は、同じ意味を有し、
互換的に使用できる。液体洗浄組成物、及び液体構成成分を含む他の形態の洗浄組成物（
液体含有単位分量の洗浄組成物など）は、水及び他の溶媒を充填剤又は担体として含有し
てもよい。メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、及びフェノキシ
エタノールに代表される低分子量の一級又は二級アルコールが好適である。いくつかの例
では、一価アルコールは、界面活性剤を可溶化するために使用されてもよく、２～約６個
の炭素原子と２～約６個のヒドロキシ基を含有するものなどのポリオール（例えば、１，
２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール２，３－ブタンジオール、エチレング
リコール、及びグリセリン）もまた使用され得る。アミン含有溶媒もまた使用してよい。
【００９９】
　使用方法
　本発明は、布地を白化する方法を含む。消費者への販売に好適であるコンパクトな流体
洗剤組成物は、洗濯前処理用途、洗濯洗浄用途、及びホームケア用途での使用に好適であ
る。そのような方法は、洗剤組成物をそのままの形態で、又は洗浄液中で希釈して、汚れ
ているか、又は汚れていない場合もある布地の少なくとも一部分と接触させ、次いで任意
に汚れた布地をすすぐ工程を含むが、これに限定されない。所望によるすすぎ工程の前に
、汚れた布地素材に対して洗浄工程を行ってもよい。機械洗濯の方法は、本発明による有
効量の機械洗濯洗剤組成物を溶解又は分散した洗濯機中で汚れた洗濯物を水性洗浄溶液で
処理することを含み得る。「有効量」の洗剤組成物とは、約５Ｌ～約６５Ｌの体積の洗浄
溶液中に溶解又は分散された約２０ｇ～約３００ｇの生成物を意味する。水温は、約５℃
～約１００℃の範囲であってもよい。水と汚れた素材（例えば、布地）との比率は、約１
：１～約３０：１であってもよい。本組成物は、溶液中約５００ｐｐｍ～約１５，０００
ｐｐｍの濃度で使用され得る。布地洗濯組成物の文脈において、使用濃度は、また、汚れ
及び染みのタイプ及び程度だけでなく、洗浄水の温度、洗浄水の容量、及び洗濯機のタイ
プ（例えば、上側投入式、前側投入式、垂直軸型日本タイプ自動洗濯機）にも応じて変化
してもよい。
【０１００】
　本明細書の洗剤組成物は、低減された洗浄温度で布地を洗濯するために使用され得る。
布地を洗濯するこれらの方法は、洗濯洗剤組成物を水に送達して、洗浄液を形成し、洗濯
する布地をこの洗浄液に加える工程を含み、洗浄液は、約０℃～約２０℃、又は約０℃～
約１５℃、又は約０℃～約９℃の温度を有する。洗濯洗剤組成物を水と接触させる前、後
、又は同時に、布地を水に接触させてもよい。別の方法は、洗剤組成物で含浸した不織布
基材を汚れた素材と接触させることを含む。本明細書において使用するとき、「不織布基
材」は、好適な秤量、キャリパー（厚み）、吸収性、及び強度特性を有する従来式の任意
の不織布シート又はウェブを含み得る。好適な市販の不織布基材の非限定例としては、Ｄ
ｕＰｏｎｔより商品名ＳＯＮＴＡＲＡ（登録商標）及びＪａｍｅｓ　Ｒｉｖｅｒ　Ｃｏｒ
ｐ．より商品名ＰＯＬＹ　ＷＥＢ（登録商標）として市販されているものが挙げられる。
【０１０１】
　手洗浄／浸漬方法、及び半自動洗浄機を用いた組み合わせ手洗浄もまた含まれる。
【０１０２】
　組成物の包装
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　本明細書に記載の洗浄組成物は、紙、厚紙、プラスチック材料、及び任意の好適な積層
物から製造されるものを含む、任意の好適な容器中にパッケージ化することができる。任
意のパッケージングの形は、欧州特許出願第９４９２１５０５．７号に記載されている。
【０１０３】
　多区画パウチ
　本明細書に記述される洗剤組成物は、多区画洗剤組成物として包装もされてもよい。
【０１０４】
　他の添加剤成分
　広範かつ様々な他の成分が本明細書の洗浄組成物中で使用されてもよく、例えば、他の
成分としては、他の活性成分、キャリア、ヒドロトロープ、加工助剤、染料若しくは顔料
、液体配合物用溶媒、固体若しくは他の液体の充填剤、エリトロシン、コロイド状シリカ
、ろう、プロバイオティクス、サーファクチン、アミノセルロース系ポリマー、リシノー
ル酸亜鉛、香料、マイクロカプセル、ラムノリピド、ソホロリピッド、グリコペプチド、
メチルエステルエトキシレート、スルホン化エストリド、開裂可能界面活性剤、バイオポ
リマー、シリコーン、修飾シリコーン、アミノシリコーン、付着助剤、ヒドロトロープ（
特にキュメンスルホン酸ナトリウム塩、トルエンスルホネート、キシレンスルホネート、
及びナフタリン塩）、ＰＶＡ粒子－封入染料若しくは香料、真珠光沢剤、発泡助剤、色調
変更系、シリコーンポリウレタン、乳白剤、錠剤崩壊剤、バイオマス充填剤、高速乾燥シ
リコーン、グリコールジステアレート、デンプン香料封入、乳化油（炭化水素油、ポリオ
レフィン、及び脂肪エステルを含む）、ビスフェノール酸化防止剤、微細繊維状セルロー
ス界面活性剤、プロ芳香剤、スチレン／アクリレートポリマー、トリアジン、石鹸、スー
パーオキシドジスムターゼ、ベンゾフェノンプロテアーゼ阻害剤、官能性を持たせたＴｉ
Ｏ２、ジブチルホスフェート、シリカ香料カプセル、他の補助成分、コリンオキシダーゼ
、トリアリールメタンブルー及びバイオレット塩基性染料、メチンブルー及びバイオレッ
ト塩基性染料、アントラキノンブルー及びバイオレット塩基性染料、アゾ染料ベーシック
ブルー１６、ベーシックブルー６５、ベーシックブルー６６、ベーシックブルー６７，ベ
ーシックブルー７１、ベーシックブルー１５９、ベーシックバイオレット１９、ベーシッ
クバイオレット３５、ベーシックバイオレット３８、ベーシックバイオレット４８、オキ
サジン染料、ベーシックブルー３、ベーシックブルー７５、ベーシックブルー９５、ベー
シックブルー１２２、ベーシックブルー１２４、ベーシックブルー１４１、ナイルブルー
Ａ及びキサンテン染料ベーシックバイオレット１０、アルコキシル化トリフェニルメタン
ポリマー着色剤、アルコキシル化チオペンタポリマー着色剤、チアゾリウム染料、雲母、
二酸化チタン被覆雲母、オキシ塩化ビスマス、及び他の活性剤が挙げられる。
【０１０５】
　酸化防止剤：組成物は、任意に、組成物中に存在する抗酸化剤を約０．００１～約２重
量％含有してもよい。好ましくは、酸化防止剤は、０．０１～０．０８重量％の範囲の濃
度で存在する。酸化防止剤の混合物が使用されてもよい。
【０１０６】
　本発明で使用される酸化防止の１つの部類は、アルキル化フェノールである。ヒンダー
ドフェノール化合物は、この式を有するアルキル化フェノールの好ましい種類である。こ
の種の好ましいヒンダードフェノール化合物は、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシトルエン（ＢＨＴ）である。
【０１０７】
　更に、本組成物で使用される酸化防止剤は、α－、β－、γ－、δ－－トコフェロール
、エトキシクリン、２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン、２，６－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキノン、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキシアニソール、リグノスルホ
ン酸及びこれらの塩、並びにこれらの混合物からなる群から選択され得る。
【０１０８】
　本明細書に記載の洗浄組成物はまた、ビタミン及びアミノ酸、（例えば水溶性ビタミン
及びその誘導体、水溶性アミノ酸及びその塩及び／又は誘導体、水不溶性アミノ酸粘度調
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整剤）、染料、不揮発性溶媒又は希釈剤（水溶性及び水不溶性）、真珠光沢助剤、殺シラ
ミ剤、ｐＨ調整剤、防腐剤、皮膚活性剤、日焼け止め、ＵＶ吸収剤、ナイアシンアミド、
カフェイン、並びにミノキシジルを含有し得る。
【０１０９】
　本発明の洗浄組成物は、Ｃ．Ｉ．名を有するような水溶性成分を含め、ニトロソ、モノ
アゾ、ジスアゾ、カロテノイド、トリフェニルメタン、トリアリールメタン、キサンテン
、キノリン、オキサジン、アジン、アントラキノン、インジゴイド、チオンインジゴイド
、キナクリドン、フタロシアニン（phthalocianine）、植物着色料、及び天然着色料等の
顔料材も含んでよい。
【０１１０】
　本発明の洗浄組成物は、また、抗菌剤を含有してもよい。カチオン性活性成分としては
、ｎ－アルキルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、アルキルジメチルエチルベンジ
ルアンモニウムクロリド、ジデシルジメチルアンモニウムクロリドなどのジアルキルジメ
チル四級アンモニウム化合物、Ｎ，Ｎ－ジデシル－Ｎメチル－ポリ（オキシエチル）アン
モニウムプロピオネート、ジオクチルジデシルアンモニウムクロリド（塩化ベンゼトニウ
ム及び第四級アンモニウム化合物などの四級種、及び臭素などの無機又は有機対イオンを
有する四級アンモニウム化合物も含む）、炭酸塩又はジアルキルジメチルアンモニウムカ
ーボネートを含む他の部分、並びにクロルヘキシジングルコネート、ＰＨＭＢ（ポリヘキ
サメチレンビグアニド）、ビグアニドの塩、置換ビグアニド誘導体、四級アンモニウム含
有化合物の有機塩、又は四級アンモニウム含有化合物の無機塩、又はこれらの混合物など
の抗菌性アミンが挙げられ得るが、これらに限定されない。
【０１１１】
　一態様では、任意に上記表面又は布地を洗浄及び／又はすすぐ工程と、当該表面又は布
地を本明細書に開示する任意の組成物と接触させ、次いで、任意に当該表面又は布地を洗
浄及び／又はすすぐ工程とを含むこのような方法を、任意の乾燥工程と共に開示する。
【０１１２】
　このような表面又は布地の乾燥工程は、家庭環境又は工業環境のいずれかで採用される
、一般的な手段のうちの任意の１つにより実行することができる。布地は、一般消費者の
使用条件又は業務用条件で洗濯することができる任意の布地を含んでいてよく、本発明は
、セルロース系基材に好適であり、いくつかの態様では、ポリエステル及びナイロンなど
の合成織物にも好適であり、合成及びセルロース系布地及び／又は繊維を含む混紡布地及
び／又は繊維の処理に好適である。合成布地の例は、ポリエステル、ナイロンであり、こ
れらは、セルロース系繊維、例えば、ポリコットン布地との混紡布に存在し得る。溶液の
ｐＨは、典型的には、７～１１、より一般的には、８～１０．５である。本組成物は、典
型的には、溶液中５００ｐｐｍ～５，０００ｐｐｍの濃度で使用される。水温は、典型的
には約５℃～約９０℃の範囲である。水の布地に対する比は、典型的には、約１：１～約
３０：１である。
【０１１３】
　試験方法
　本明細書の試験方法で使用される布地見本は、Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ，Ｉｎｃ．Ｗｅ
ｓｔ　Ｐｉｔｔｓｔｏｎ，ＰＡから入手される、１００％綿のＳｔｙｌｅ　４０３（２”
×２”に切断）及び／又はＳｔｙｌｅ　４６４（４”×６”に切断）であり、未光沢の多
繊維布地、具体的にはＳｔｙｌｅ　４１（５ｃｍ×１０ｃｍ）である。
【０１１４】
　Ｌ＊、ａ＊、ｂ＊、Ｋ／Ｓ、及び白色度指数（ＷＩ　ＣＩＥ）値を含む全ての反射スペ
クトル及び色測定は、４つの分光光度計：（１）Ｋｏｎｉｃａ－Ｍｉｎｏｌｔａ　３６１
０ｄ反射分光光度計（Ｋｏｎｉｃａ　Ｍｉｎｏｌｔａ　Ｓｅｎｓｉｎｇ　Ａｍｅｒｉｃａ
，Ｉｎｃ．，Ｒａｍｓｅｙ，ＮＪ，ＵＳＡ；Ｄ６５照明、１０°観測器、紫外線除外）、
（２）ＬａｂＳｃａｎ　ＸＥ反射分光光度計（ＨｕｎｔｅｒＬａｂｓ，Ｒｅｓｔｏｎ，Ｖ
Ａ；Ｄ６５照明、１０°観測器、紫外線除外）、（３）Ｃｏｌｏｒ－Ｅｙｅ（登録商標）



(27) JP 6928649 B2 2021.9.1

10

20

30

40

50

７０００Ａ（ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ，Ｎｅｗ　Ｗｉｎｄｓｏｒ，ＮＹ，ＵＳＡ；Ｄ
６５光、ＵＶ除外）、又は（４）Ｃｏｌｏｒ　ｉ７分光光度計（Ｘ－ｒｉｔｅ，Ｉｎｃ．
，Ｇｒａｎｄ　Ｒａｐｉｄｓ，ＭＩ，ＵＳＡ；Ｄ６５光、ＵＶ除外）のうちの１つを使用
して行う。測定は、より小さい内部複製（例えば、２”×２”のＳｔｙｌｅ　４０３）を
積層させることによって、又はより大きい布地見本（例えば、４”×６”のＳｔｙｌｅ　
４６４）を折り畳むことによって得られる、２つの布地層を使用して実施される。
【０１１５】
　特に指示がない限り、布地が照射される場合、指定された乾燥後の布地は、３７℃の最
大キャビネット温度、５７℃の最大ブラックパネル温度（ＢＰＴブラックパネル形状）、
及び３５％のＲＨ（相対湿度）に設定した、Ｔｙｐｅ　Ｓホウケイ酸塩内側（部品番号２
０２７７３００）及び外側（部品番号２０２７９６００）フィルタを装備したＡｔｌａｓ
　Ｘｅｎｏｎ　Ｆａｄｅ－Ｏｍｅｔｅｒ　Ｃｉ３０００＋（Ａｔｌａｓ　Ｍａｔｅｒｉａ
ｌ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｍｏｕｎｔ　Ｐｒｏｓｐｅｃｔ，Ｉｌｌｉ
ｎｏｉｓ，ＵＳＡ）において、４２０ｎｍにて０．７７Ｗ／ｍ２の放射照度で模擬太陽光
に曝露させる。別途記載のない限り、照射は、規定の持続時間にわたって連続的である。
【０１１６】
Ｉ．洗浄溶液からのロイコ化合物効率の測定方法
　布地見本（Ｓｔｙｌｅ　４０３）を切り取ってから、増白剤無配合重質液体洗濯洗剤（
水溶液中に１．５５ｇ／Ｌ）で４９℃にて２回洗浄する。試験を行う各ロイコポリマーの
濃縮原液を、エタノール、又は５０：５０のエタノール：水、好ましくはエタノールから
選択される溶媒で調製する。
【０１１７】
　塩基洗浄溶液は、増白剤無配合重質液体洗濯洗剤を、脱イオン水中に溶解させる（５．
２３ｇ／１．０Ｌ）ことによって調製される。４つの切り取られた綿布見本を一緒に秤量
し、２つの１０ｍｍのガラス玉と共に２５０ｍｌの三角フラスコに入れる。試験される各
洗浄液について、合計３つのこのようなフラスコを調製する。塩基洗浄溶液にロイコポリ
マー原液を投入して、ロイコ部分の所望の２．０×１０－６Ｎの洗浄濃度の洗浄液を得る
。（例として、４９３．６５ｇ／当量のロイコ部分の当量を有するロイコ－ポリマーの１
．０ｐｐｍの洗浄溶液、又は７５７．９７ｇ／当量のロイコ部分の当量を有するロイコ着
色剤の１．５ｐｐｍの洗浄溶液は、ロイコ部分中２．０×１０－６Ｎである洗浄溶液を提
供する。）
【０１１８】
　１０．０：１．０液：布地（ｗ／ｗ）比を提供するのに十分なこの洗浄溶液のアリコー
トを、３つの２５０ｍＬ三角フラスコのそれぞれに入れる。各フラスコに１０００ｇｐｇ
硬度の原液を投入して、６ｇｐｇ（３：１　Ｃａ：Ｍｇ）の最終洗浄硬度を得る。
【０１１９】
　フラスコをリストアクションシェーカーＭｏｄｅｌ　７５（Ｂｕｒｒｅｌｌ　Ｓｃｉｅ
ｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇ，ＰＡ）の上に置き、最大設定で１２分攪拌
した後、洗浄溶液を吸引によって除去し、使用される洗浄溶液の量と同等のすすぎ水の体
積（０ｇｐｇ）を添加する。各フラスコに１０００ｇｐｇ硬度の原液を投入して、６ｇｐ
ｇ（３：１　Ｃａ：Ｍｇ）の最終すすぎ硬度を得た後、更に４分間撹拌する。すすぎ水を
吸引によって除去し、布地見本を脱水機（Ｍｉｎｉ　Ｃｏｕｎｔｅｒｔｏｐ　Ｓｐｉｎ　
Ｄｒｙｅｒ、Ｔｈｅ　Ｌａｕｎｄｒｙ　Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ　Ｉｎｃ．Ｎａｓｈｕａ
，ＮＨ）に１分間かけ、次いで１３５°Ｆに設定した食品乾燥器内に配置して、暗所で２
時間乾燥する。
【０１２０】
　Ａ．乾燥後の暗条件
　綿布地のＬ＊、ａ＊、ｂ＊、及び白色度指数（ＷＩ　ＣＩＥ）値を、乾燥した見本上で
、ＬａｂＳｃａｎ　ＸＥ反射分光光度計を用いて、乾燥手順後４８時間に乾燥した見本で
測定する。各ロイコ化合物（それぞれ４つの見本を有する３つのフラスコ）について生成
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された１２個の見本のＬ＊、ａ＊、及びｂ＊値を平均し、各ロイコ化合物のロイコ化合物
効率（ＬＣＥ）を以下の等式を用いて計算する。
　ＬＣＥ＝ＤＥ＊＝［（Ｌ＊

ｃ－Ｌ＊
ｓ）２＋（ａ＊

ｃ－ａ＊
ｓ）２＋（ｂ＊

ｃ－ｂ＊
ｓ

）２］１／２

　式中、下付き文字ｃ及びｓはそれぞれ、対照、すなわちロイコポリマーを含まない洗剤
で洗浄した布地、及び試料、すなわちロイコポリマーを含有する洗剤で洗浄した布地を指
す。
【０１２１】
　各洗浄溶液（それぞれ４つの見本を有する３つのフラスコ）について生成された１２個
の見本のＷＩ　ＣＩＥ値を平均し、洗浄時の白色度における変化を以下の等式を用いて計
算する：
　ΔＷＩ＝ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄後）－ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄前）
【０１２２】
　Ｂ．乾燥後の光条件
　消費者の習慣は、世界中で大きく異なるため、使用される方法は、条件に対するロイコ
化合物の効果を測定する可能性を可能にしなければならない。このような条件の１つは、
乾燥後の光への曝露である。いくつかのロイコ化合物は、暗い保管下で光保管下のように
大きな効果を示さないため、各ロイコ化合物は、最適な効果を決定するために、両方の条
件のセット下で試験されなければならない。したがって、方法Ｉは、測定が行われる前に
、様々な時間増分で、乾燥した布地を擬似太陽光に曝露することを含み、ＬＣＥ値は、以
下に記載される曝露時間のセットから得られた最大値に設定される。
【０１２３】
　乾燥後の特定の綿布地を、１５分、３０分、４５分、６０分、７５分、９０分、１２０
分、及び２４０分にわたって、擬似太陽光に曝露される。綿布地のＬ＊、ａ＊、ｂ＊、及
び白色度指数（ＷＩ　ＣＩＥ）値は、ＬａｂＳｃａｎ　ＸＥ反射分光光度計を使用して各
曝露期間後に見本上で測定される。各曝露時点におけるＬＣＥ及びΔＷＩの計算は、上記
の方法Ｉ．Ａ．に記載されているとおりであり、ロイコ化合物のＬＣＥ値及びΔＷＩ値は
、列挙される曝露時間のセットから得られる最大値に設定される。
【０１２４】
　ＩＩ．相対色相角を求める方法（ロイコ化合物なしの対照基準）
　上述の方法Ｉに従って処理された綿布地に対するロイコ化合物によって送達される相対
色相角は、以下のように決定される。
　ａ）各溶液からの１２個の見本のａ＊値及びｂ＊値を平均し、以下の式を使用してΔａ
＊及びΔｂ＊を測定する：
　Δａ＊＝ａ＊

ｓ－ａ＊
ｃ　　　及び　　　Δｂ＊＝ｂ＊

ｓ－ｂ＊
ｃ

　下付き文字ｃ及びｓはそれぞれ、ロイコ化合物を含まない洗剤で洗浄した布地、及びロ
イコ化合物を含有する洗剤で洗浄した布地を指す。
　ｂ）Δａ＊及びΔｂ＊の両方の絶対値が＜０．２５である場合、相対色相角（ＲＨＡ）
は計算されない。Δａ＊又はΔｂ＊のいずれかの絶対値が≧０．２５である場合、ＲＨＡ
は以下の式のうちの一方を用いて計算される：
　　　Δｂ＊≧０について、ＲＨＡ＝ＡＴＡＮ２（Δａ＊、Δｂ＊）
　Δｂ＊＜０について、ＲＨＡ＝３６０＋ＡＴＡＮ２（Δａ＊、Δｂ＊）
【０１２５】
　相対的な色相角は、暗所乾燥後は明所乾燥後の評価のいずれかでデータが収集される各
時点について計算することができる。これらの時点のいずれも、請求項の要件を満たすた
めに使用されてもよい。
【０１２６】
　ＩＩＩ．洗濯ケア配合物の白色度指数の変化を決定する方法
　布地見本（Ｓｔｙｌｅ　４０３）を切り取ってから、増白剤無配合重質液体洗濯洗剤（
水溶液中に１．５５ｇ／Ｌ）で４９℃にて２回洗浄する。
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【０１２７】
　塩基洗浄溶液は、洗濯ケア配合物を、脱イオン水中に溶解させる（５．２３ｇ／１．０
Ｌ）ことによって調製される。４つの切り取られた綿布見本を一緒に秤量し、２つの１０
ｍｍのガラス玉と共に２５０ｍｌの三角フラスコに入れる。合計で３つのこのようなフラ
スコを調製する。
【０１２８】
　１０．０：１．０液：布地（ｗ／ｗ）比を提供するのに十分なこの洗浄溶液のアリコー
トを、３つの２５０ｍＬ三角フラスコのそれぞれに入れる。各フラスコに１０００ｇｐｇ
硬度の原液を投入して、６ｇｐｇ（３：１　Ｃａ：Ｍｇ）の最終洗浄硬度を得る。
【０１２９】
　フラスコをリストアクションシェーカーＭｏｄｅｌ　７５（Ｂｕｒｒｅｌｌ　Ｓｃｉｅ
ｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇ，ＰＡ）の上に置き、最大設定で１２分攪拌
した後、洗浄溶液を吸引によって除去し、使用される洗浄溶液の量と同等のすすぎ水の体
積（０ｇｐｇ）を添加する。各フラスコに１０００ｇｐｇ硬度の原液を投入して、６ｇｐ
ｇ（３：１　Ｃａ：Ｍｇ）の最終すすぎ硬度を得た後、更に４分間撹拌する。すすぎ水を
吸引によって除去し、布地見本を脱水機（Ｍｉｎｉ　Ｃｏｕｎｔｅｒｔｏｐ　Ｓｐｉｎ　
Ｄｒｙｅｒ、Ｔｈｅ　Ｌａｕｎｄｒｙ　Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ　Ｉｎｃ．Ｎａｓｈｕａ
，ＮＨ）に１分間かけ、次いで１３５°Ｆに設定した食品乾燥器内に配置して、暗所で２
時間乾燥する。
【０１３０】
　綿布地のＬ＊、ａ＊、ｂ＊、及び白色度指数（ＷＩ　ＣＩＥ）値を、乾燥した見本上で
、ＬａｂＳｃａｎ　ＸＥ反射分光光度計を用いて、上記方法Ｉ．Ａ．及び／又はＩ．Ｂ．
に従って測定する。洗濯ケア配合物（それぞれ４つの見本を有する３つのフラスコ）につ
いて生成された１２個の見本のＷＩ　ＣＩＥ値を平均し、洗浄時の白色度における変化を
以下の等式を用いて計算する：
　ΔＷＩ＝ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄後）－ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄前）
【０１３１】
　ＩＶ．白色度改善数（ＷＩＮｘ）の決定方法
　Ａ．２５℃での保管
　洗濯ケア配合物の白色度改善数（ＷＩＮｘ）は、標準試験で綿布地を洗浄するために使
用されるとき、０日目（配合物の試験の開始日）からｘ日目（第２の洗浄試験が行われる
日）までの間の洗濯ケア配合物によって送達される白色度の改善の変化を表し、このとき
、洗濯ケア配合物は０日目からｘ日目の間、暗所に２５℃で保管される。
【０１３２】
　１セットの綿布地を、上記の方法ＩＩＩに従って０日目に洗浄し、０日目の白色度指数
（ΔＷＩ０日目）での変化を得る。洗濯ケア配合物は、ｘ日目まで２５℃で暗所で保管さ
れる。第２のセットの綿布地を、上記の方法ＩＩＩに従ってｘ日目に洗浄し、ｘ日目の白
色度指数（ΔＷＩｘ日目）での変化を得る。ｘ日後の白色度改善数（ＷＩＮｘ）は、以下
のように計算される：
　ＷＩＮｘ＝［（ΔＷＩｘ日目／ΔＷＩ０日目）－１．０）］×１００％
　式中、下付き文字ｘは、製品が２つの試験を実行する間に保管される日数である。ＷＩ
Ｎを評価するのに好適なｘの値としては、指定の条件下で１、２、４、７、１４、２１、
２８、３０、６０、９０、１２０、１５０、１８０、２７０、及び３６０日の値が挙げら
れる。これらの値のいずれか１つのＷＩＮｘが、ｘの特定の値を必要としない請求項の要
件を満たす場合、クレーム要件は、任意の他の時点における値にかかわらず満たされてい
るとみなされる。
【０１３３】
　Ｂ．５０℃での保管
　洗濯ケア配合物の白色度改善数（ＷＩＮｘ）は、標準試験で綿布地を洗浄するために使
用されるとき、０日目（配合物の試験の開始日）からｘ日目（第２の洗浄試験が行われる
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日）までの間の洗濯ケア配合物によって送達される白色度の改善の変化を表し、このとき
、洗濯ケア配合物は０日目からｘ日目の間、暗所に５０℃で保管される。
【０１３４】
　１セットの綿布地を、上記の方法ＩＩＩに従って０日目に洗浄し、０日目の白色度指数
（ΔＷＩ０日目）での変化を得る。洗濯ケア配合物は、ｘ日目まで５０℃で暗所で保管さ
れる。第２のセットの綿布地を、上記の方法ＩＩＩに従ってｘ日目に洗浄し、ｘ日目の白
色度指数（ΔＷＩｘ日目）での変化を得る。ｘ日後の白色度改善数（ＷＩＮｘ）は、以下
のように計算される：
　ＷＩＮｘ＝［（ΔＷＩｘ日目／ΔＷＩ０日目）－１．０）］×１００％
　式中、下付き文字ｘは、製品が２つの試験を実行する間に保管される日数である。ＷＩ
Ｎを評価するのに好適なｘの値としては、指定の条件下で１、２、４、７、１４、２１、
２８、３０、４５、及び６０日の値が挙げられる。これらの値のいずれか１つのＷＩＮｘ

が、ｘの特定の値を必要としない請求項の要件を満たす場合、クレーム要件は、任意の他
の時点における値にかかわらず満たされているとみなされる。
【０１３５】
　ΔＷＩ０日目の値が０．０になると、その値の測定値に対する標準偏差の正の値は、Ｗ
ＩＮが計算され得るように、ΔＷＩ０日目の値として供給されてもよい（分母（ΔＷＩ０

日目）はゼロになることができないか、又は値が定義されないことに留意されたい）。こ
れは、方法ＩＶ．Ａ及びＢに適用される。
【実施例】
【０１３６】
　実施例１：着古された衣類の白色度を清浄な新しい衣類を超えて高めるためのロイコ着
色剤のバイアスの決定。
【０１３７】
　試験を、以下の：ロイコ着色剤を等モル濃度のロイコ着色剤（２．０２×１０－６Ｍ）
を用いて行ったことを除いては、切り取られた綿布地について本明細書で見出される方法
Ｉ．Ａ．に従って、一連のロイコ着色剤Ａ～Ｆ（以下の構造を参照）を用いて行った。次
いで、記載されたように、切り取られた綿を、消費者供給された着古されたＴシャツ布地
（Ｓｔ．Ｖｉｎｃｅｎｔ　Ｄｅｐａｕｌの４”×６”のＴシャツ見本、重度黒ずみ；Ｊ＆
Ｒ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ，Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＯＨ，ＵＳ
Ａから購入）（このＴシャツの見本は、洗浄前に、３９．０～４６．０の間のＷＩ　ＣＩ
Ｅ値を有した）に代えて試験を再度行った。方法Ｉ．Ａ．に従って組成物中で洗浄された
、切り取られた綿布地及び消費者供給されたＴシャツ布地の両方についての白色度指数の
変化を、以下の等式に従って計算した。
　ΔＷＩ＝ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄後）－ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄前）
【０１３８】
　暗所乾燥後４８時間で測定されたＷＩ　ＣＩＥ値を、各例において上記の計算に使用し
た。対照のΔＷＩ値（ＡＡＴＣＣロイコ無し）及び試料（ＡＡＴＣＣロイコを含む）を使
用して、以下の等式に従ってδΔＷＩ　ＣＩＥ値を計算した。
　δΔＷＩ　ＣＩＥ＝ΔＷＩ試料－ΔＷＩ対照

【０１３９】
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【表１】

　ａ示された構造は代表的なものである。
　ｂ切り取られた、１００％綿、Ｓｔｙｌｅ　＃４０３、Ｔｅｓｔ　Ｆａｂｒｉｃｓ，Ｉ
ｎｃ．。
　ｃ消費者から供給された１００％綿の白色Ｔシャツ（詳細については上記参照）。
　ｄ値は、ＣＷ１２０のＷＩ　ＣＩＥ（４８時間）が０．５０以上である場合にのみ計算
。
【０１４０】
　上記表中のデータは、着古された消費者の衣類に対する切り取られた綿を超える高い白
色度のバイアスを維持するために、多種多様の置換が、ロイコ着色剤の能力を失うことな
く採用され得ることを示している。
【０１４１】
　実施例２
　光学増白剤を含まないＡＡＴＣＣ重質液体洗剤を、０．０１重量％及び０．０４重量％
のロイコ着色剤Ａを用いて調製した。これらの試料及び蛍光増白剤を含まず、かつロイコ
着色剤Ａを含まないＡＡＴＣＣ重質液体洗剤の対照サンプルを、２３℃及び５０℃で７ヶ
月間保管した。５０℃で保管された試料は、高温での保管により、室温で保管されたもの
に対して人工的に経時劣化された試料を表す。高温での保管は、経時劣化を加速する技術
として当業者に周知である。
【０１４２】
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【化２】

【０１４３】
　以下の点を除いて、上記の方法Ｉ．Ａ．に従って洗浄を実施した：（ａ）４つの綿見本
を４つの多繊維布地見本（Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ，Ｉｎｃ．から入手したＭＦＦ４１）
に置き換えたことと、（ｂ）１つの外部複製を４つの内部複製を用いて実施したこと。
【０１４４】
　洗濯ケア配合物について生成された４つのＭＦＦ４１見本のＷＩ　ＣＩＥ値を平均し、
洗浄時の白色度における変化を以下の等式を用いて計算する：
　ΔＷＩ＝ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄後）－ＷＩ　ＣＩＥ（洗浄前）
【０１４５】
　対照のΔＷＩ値（ＡＡＴＣＣロイコ無し）及び試料（０．０１重量％又は０．０４重量
％のロイコ着色剤を含むＡＡＴＣＣ）を使用して、以下の等式に従ってδΔＷＩ　ＣＩＥ
値を計算した：
　δΔＷＩ　ＣＩＥ＝ΔＷＩ試料－ΔＷＩ対照

【０１４６】
　この試験から得られた値を、乾燥４８時間後に測定したＭＦＦ４１見本の綿セグメント
について以下の表に示す。
【０１４７】
【表２】

【０１４８】
　データは、より長く経時劣化された洗剤（高温での加速経時劣化）が、より低い温度で
保管された試料を超える白色度指数の増加した変化をもたらすことを示す。本発明の洗剤
は、驚くべきことに、洗剤がより長く保管されると、白色度指数のより大きな増加をもた
らす。
【０１４９】
　配合例
　以下は、本発明の洗浄組成物の例示的な実施例であり、制限することを意図したもので
はない。
【０１５０】
　実施例１～７：重質液体洗濯洗剤組成物
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【０１５１】
【表３】
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　洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づく。酵素レベルは、原材料として報告する。
【０１５２】
　実施例８～１８：１回分分包型組成物
　これら実施例は、単位用量洗濯洗剤用の様々な配合を提供する。組成物８～１２は、１
つの単位容量区画を含む。組成物を封入するために使用されるフィルムは、ポリビニルア
ルコール系フィルムである。
【０１５３】
【表４】

　洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づく。酵素レベルは、原材料として報告する。
【０１５４】
　以下の実施例では、単位用量は３つの区画を有するが、同様の組成物を２つ、４つ、又
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は５つの区画で作製することもできる。区画を封入するために使用されるフィルムはポリ
ビニルアルコールである。
【０１５５】
【表５】

【０１５６】
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【表６】

　洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づいて、酵素レベルは原材料として報告する。
【０１５７】
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【表７】

【０１５８】
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解



(38) JP 6928649 B2 2021.9.1

10

されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、このような寸法はそれぞれ、
列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意図されてい
る。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することが意
図される。
【０１５９】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願、及び本願が優先権又はその利
益を主張する任意の特許出願又は特許を含む、本明細書に引用される全ての文書は、明示
的に除外されるか、又は別途制限されない限り、参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる。いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求される任意の発明に対す
る先行技術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の任意の参考文献と組み
合わせたときに、そのような任意の発明を教示、示唆、又は開示するとはみなされない。
更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、参照することによって組み込まれた
文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾する場合、本文書におけるその用語に与えられた
意味又は定義が適用されるものとする。
【０１６０】
　本発明の特定の実施形態を例示及び説明してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正を行うことができる点は当業者には明白であろう。し
たがって、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求
の範囲にて網羅することを意図したものである。
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